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26

日

(火
)
学
術
講
貿
会

乱
流
境
界

層
に
か
ん
す
る
研
究

同
大
教
授
木

校

燦

工
単
部
共
同
第
三
姐撹
刷
室

蒔

か

ら

29
口

(
金
)

学
術
講
調
会

電
力
技
徳

に
お
け
る
統
計
的
手
法
の
応
用

に
か
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ん
y
る研
究

中
国
電
力
技
術
研
究

所
滝
色
朗
工
瀞蔀
第
二
講
義
室

蒔
か
ら

学
術
講
輝
会
防
農
ゴ
ム
の機
械
的

性
質
の
解
析
と
謹
61
法
にか
ん
する

基
礎
研
究

姫
路
工
大
助教
授
閏
口

久
美

工
孚
郡
具
同
弟
三
講
儀室

三
時
か
ら

"扱

う
窓

口

が

な

い
4

学
生
部
・事
務
局
か
ら
疑
義

俘不
完
全
な
学
内
の厚
生
施改
の
充
実
を
大
学
へ
働
き
か
け
よ
う
"と
、
生
協
馬
職
組
、
同
学
会
、
大
,字
院
会
の四
組
織
に
よ
り
昨
年
秋
に
緒
成
さ
れ

た
全
学
厚
生
聞
題
協
議
会」
を
学
囚
組
織
と
し
て
認
め
る
こ
と
に
つ
い
て
学生
部
、
隼
蕊
局
な
ど
か
ら
疑
義
が
出
て
おり
、
こ
れ
に
対
し
て
四
組
織
で

は
結
成
の
理
由
欝
を
作
成、
認
め
ら
れ
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
る
。
二十
日
の学
生
部
彊
員
会
で
で
こ
恥
せ
協
議
し
一～か
、
態
度
は
傑
圏
a
れ
た
。
今

後
さ
ら
に
上
の
機
関
で
検討
され
る
。

こ
の協
議
会
は
、
十
月
下
旬
に
生協
が

他
の
三組
織
に
結
成
を
呼
び
か
け
、数

回
にわ
た
って
協
議
、
そ
れ
ぞ
れ
の
絶

織
にも
は
か
った
う
え
、
十
二
月
二
日

に
発足
の声
明
を
発
表
、
同
時
に
団
体

結
成
願い
を
学
生
部
に
出
し
た
。
各
組

織
の
中央
執
行
委
員
会
、
珊
箪
会
、
代

菊著
を構
成
メ
ン
バ
ー
と
し
、
協議
に

よ
り
各
組織
の
意
見
を
閥
整
統
合
し
て

大
学
当
局
と
父渉
する
も
の
で
あ
る
。

発
足
図
明
では
「福
祉
厚
生
の
た
め
に

支
出
さ
れる
大
学
予
算
が
不
十
分
で
あ

り
、
全
学
的な
福
祉
厚
生
の
た
め
の
検

討
が
軽
視さ
れて
い
る
.
そ
の
う
え
三

十
六
年
四
月、
予
足さ
れ
て
い
る
分
校

統
合
後
の各
種
厚
生
施
般
の
整
備
計
画

は
予
算措
置
、
われ
わ
れ
の
意
見
反
映

の
面
で
も
不十
分
だ
。
ま
た
こ
の
結
成

は
厚
生
間
題
だ
けで
な
く
、
学
内
の
古

い
規
定
と
習償
を
改
め
て
い
く
運
動
の

第
一歩
で
あ
る
」と
、
そ
の
緒
成
理
由

を
の
べ
て
い
る
。

そ
の
あ
と
十
二
月
に、
四
組
織
代
表

が
学
生
部
・課
長や
事
務
当
局
と
話

し
含
っ
た
が
、
そ
の
中で
大
学
側
か

こ
れに
対
し
て
四
組
繊
で
は
協
議会
結

成
の
理
由
を
文
爵
に
ま
と
め
、
学生
部

に
提
出
し
た
。
こ
の
理
由
蕾
で
は
、大

学
に
お
け
る
福
利
厚
生
の
意
義
を
の
べ

国家
の
政
策
が
貧
弱
で
あ
る
こ
と
を指

摘
、
こ
れ
ま
で
の
大
学
当
局
の
努
力
を

露
めな
が
ら
も
、
な
お
現
状
に
は
問
題

が
多
い
と
し
て
、
教
職
員
や
学
生
の
愈

見
そ
入
れた
大
学
の
方
針
に
よ
る
全
体

的
な
調
整
機
構
の
必
要
性
を
あ
げ
、四

組織
が
一
つに
築
ま
り
協
翫
会
を
作
っ

た
のは
必
然
の
こ
と
だ
と
の
べ
て
い

る。ま
た大
学
側
の
指
琿
し
た
問
題
点
に

は次
のよ
う
に
答
え
て
い
る
。
①
大

学
の
管理
機
樽
そ
改
鋼
す
べ
き
問
題

で
あ
る
。
当
面
そ
れ
が
困
蹴
な
ら
非

公
式
に
し
ろ
貰
妊
を
も
っ
て
処
理
で

き
る窓
口
を
作
っ
て
は
し
い
。
②
た

し
か
に
組
織
の
性
格
は
ち
が
つ
が
、

同
時
に
浄
大
の
不
酊
欠
な
構
成
員
で

あ
る。
③
生
協
従
業
員
だ
け
の
要
求

(例
え
は
貨
上
け
)
が
協
議
会
か
ら

出
さ
"る
こ
と
は
あ
り
冗
な
い
.
生

協
と
し
て
の穴
字
への
蟄
望
は
生
協

の目
的
に
そ
っ
た
もの
だ
け
で
あ

る。
④
各
組
織
が
個
々
に
出
す
畏
望

はそ
の組
織
だ
け
の
問
題
で
、
そ
の

ほ
か
は協
議
会
を
㊥す
。
協
議
会
が

で
き
、そ
れに
応
し
て
大
学
当
局
の

体
制
が
で
き
れは
、
全
体
的
な
問
題

が
ス
ムー
ス
に
改
鱒
で
・さる
、

一一十
日
の
字
生
都
委
員
会
は
弱
田
デ

モ
畢件
と
六に
こ
の
理
由
喬
を
換
討

し
にが
、
時
聞
が
足
り
な
く
て
十
分

な
検
訂は
な
さ
れ
ず
「学
生
補
轟
の

た
めの
学
生
部
委
員
会
で
は
教
職
員

もふ
く
め
た
こ
の
協
議
会
は
扱
κ
な

い
」
と
い
う
慧
見
も
出
て
、
同
委
員

会
の
態
展
は
保
留
さ
れ
た
。
今
後
は

学
部
長会
議
に
は
か
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
か、
具
体
的
に
は
ま
だ
何
も
き

ま
つて
い
な
い
。

「協
議会
で
は
今
遍
申
に
各
組
織
の
代
表

者
が
集
ま
り
今
後
の
対
策
を
協
議
す

る、
協
謡
会
が
動
き
出
す
ま
で
は
当
面
四
組

一織
と
も
七れ
・てれ
各
組
織
独
自
の
要
望

は
こ
れま
で
と
お
り
出
し
て
い
く
。
同

学
会
では
厚
生
部
が
先
週
行
っ
た
分
枚

統
合
に
つ
い
て
の〆
ン
ケ
ー
ト
を
二
十

六
日
ご
ろ
よ
で
に
まと
め
、
そ
れ
を
参

考
に
し
て
分
校
統
合
後
の厚
生
施
設
に

つ
い
て
の
同
学
会
独
自
の
要望
醤
を
今

月
中
に
学
生
都
へ
提
出
y
る
。協
議
会

の縄
べで
は
分
戚
.飢合
後
の
厚
生
施設

と
して
は
三
〇
埣
の
食
虫
建
桑
費
が

予
足さ
れ
て
い
る
だ
の
だ
と
い
わ
れ

る
。河

野
健
二生
協
埋
帯
長
の
賭

分
校

統
合
後
の施
設
に
つい
て
も
個
々
バ
ラ

バ
ラ
に
、父
渉
す
る
のは
不
都
合
た
。
形

式
的
に
は
いま
す
ぐ
窓
口
を
作
る
の
は

驚

か
も
し
れな
いが
、
個
人
の
蓉

に
恥
し
て
関係
機
関
と
の
開し
あ
い
の

場
、
形
そ
考
え
㍉ゆ
け
は
よ
い
の
で
は

な
い
か
。

片
岡
昇
職
組
書記
長
の話

こ
れ
ま

で
パ
ラ
バ
フ
で
入
弓
にも
ま
と
ま
っ
に

窓
口
が
な
く
不
都
合
が
〃ノか
つ
疋か

ら
、
そ
れ
を
改
,貴
9
りにめ
に協
議
会

そ
作
っ
た
の
κ
.四
糊
織
の
3ーハ.想の
問

題
に
つ
い
て
運動
乏
造
め
た
い
.
そ
れ

が
合
鐸
的
な
解
武た
.

岡
学
会
厚
生
都
長
関
本
晶
子
さ
ん
の

話

協
議
会
結
成
の目
的
にそ
って
努

力
し
に
い
。
大
学例
9冒
僚
的
機
構
そ

あ
ら
た
め
て
、
「喫目
」
を
つく
り
厚

生
聞
題
に
つ
い
てし
ん
けん
に
砧
し
あ

つ
て
は
し
い
。

人
文
系
も
同
率
増
額

35
年
度
京
大
予
算
き
ま
る

三
十
血
年
度
政府
宇算
は
、
十
三
日
正
式
に
決
定
さ
れ
に。
そ
の
つち
国
立
字
校
魍
営
賀
は、
四
九
五
憾
二
一〇
〇
円
と
な
っ
て
い
Q、.蝋大
関
係
の
全
才

算
は
、
各
大
学別
のわ
り
あ
い
が
四
月
ご
ろ
ま
で決
足
しな
い
の
で
、
い
ま
の
と
こ
ろ不
明
元
が
雌
年
度
は
一八
億
四
七
五
六
力
円
であ
った
。

騨

ら
次
の
よう

な
問題
点
が
出さ

れた。①学生と職員は嶺局の窓口が別だから協議会の要望を扱うところがない。②四組織はそれぞれ構成員や性格がちがうから同じに扱えない。③大学の職員でない生協従業員の要望を大学として聞けないし、生協が協議会に加入すること嫁認めがい。④各組織の要望と協議会の要望とがくいちがってめんどうにはならないか。、
三
十
五
年
度
の
凍大

関係

の予

算の
うちで特に目立っている点は大学の研究員の研究費が大幅に引き上げられたことで、昨年のに比べて今年は約二十%増顎されている。特にこれまでは自然科学系の研究費の増額の割合が人文科学系にくらべて二悟ほどであったのが、今年は同じ割合になっている。しかし増額される閉合が平等になっただけで聡額同じになったわけ一ではない・凸

こ
れ
は
こ
れ
ま
で鯉

毘の

きら

いさ

冗あった科学技術振興政策が軌道にのってきたためであろつが、また3いつほう人文科学系統の振興も問題とされのきたことをあらわしている。懸案の教養部統合間題は、ζれまでの予定通り三十六年展から異現する見通しが強くなった。今年の三月までに、現在責田分校テニスコトー付近に新築中の新校舎の外側が完成し三十六年度予算で三十六年の瑠までに内部の整備も先成

.
1腿

㎜

臨

弾

圧
に
屈

す
る
な

㎜
園
㎜㎜学㎜

学
生
蓮勘

の危

機に

際
レ
て

ある
。
深夜
、
私
営
の食

堂に

たて

ζもり、大弾圧の口実を与えたり、最も信頼を受けるべき大衆の感覚

国民

の
多数
の
反対

をお
し
き
っ喝
も、

国内

での
今
後
の批

借反

対闘

争

から

そう
と
つ
離
れた

無意

味な

行動

て、
岸全

権団

は渡

米し
、
新
日米

安

の足

がか
り
と
し
て
も、
何
万と

い

をと
っ
た
こ
と
は、
今後

の活

動を

進

全保

障条

約の

鯛印

を行
っ
た。

この

う国

罠が
、

安保
反
対
を
叫
び
なが

める

上で
考
え
ね
はな

らな

いこ

とで

日、

社会

主義

諸国
は
も
とよ

り、

中

ら、

全権

団
を
見込

る
べ
きで

あつ

ある
。
国
民
会
議
の不

参加
、
螢冨
、

立国
、
はて

は韓

国の
新
聞
まで

が、

た。

羽
田
デ
モ
は、

現
在
の
国
民感

右
翼の
暴力
、

全
橿出

発時

髭表

の延

日本

の軍

国主

義、

帝国
主
義
の復

活

情か

ら決

し
て浮

き
上っ

て
は
いな

期と
い
っ
た
悪条

件
のも

とで

は、

過

を憂

えた
。

新軍

事同
盟
を結

ぶた

め

い。

たと

え、
全
権
団
の出

発が
、
国

激な

行動
を
と
らさ

Qを

えな

かっ

た

に世

界に

吟る

平和

憲法
を
も
った

国風の仮面の代表者が渡米すると

民の

デモ
に
よ
っ
て
遅
れる

とい

う未曽有の事態が発生したとしても、

の
かも
し
れ
な
いが
、
今回
の
羽田

デモの意磯は、実力岨止より、国内

き、

調印

阻止

を願
う
国
民が

羽田

空港に参集しなかったということ

それ
は
日
本
国
民の

名誉
に
こ
そな
'れ、決して恥辱にはならないこと
外世
論
へ
の
ア
ヅピ

ール

にめ
っ
た点を考えれは、安保阻止に何ら関係

を、

われ
わ
れ
は
残
念
に思

う。

安保

を、
の
ち
の
歴
史は

証明

して

くれ

た

ない
空
港食

堂
ロ
ビ
ー
占
拠に

固執

阻止

国民

会議

執行
部
が、

全権

出発

で
あ
ろ
う
。

し、
い
た
ず
ら
に混

乱を

ひさ

起す

必

の十

六日

の
行
動
方針

を
決
め
るさ

わ
れ
わ
れ
は、
全学

連が

単独

なが

要は
な
か
っ
た。
最近

の全

学遠

執行

い、
全離

連、
一
般
労
働
者
の羽

田デ
モ

ら
胴田
空港

デモ
を
決
行
した

こと

部の
行
動方

針
には

常に

先鋭

な実

力

提議

をう
や
む
や
の
う
ちに

とり

あげ

を、
大
いに

誇り
に
思
つ。

全梱

団
行
動を
と
れ
は、

それ

だけ
苗命

状態

ず、

日本

全国
か
ら
東京

に集

結し

た
を、
ま
る
で日

本か

ら脱

出さ

すよ
う

は
近
ず
き、
国属

大衆

の意

識を

高揚

国風
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を、
都内

集会

な
な
か
た
ち
で出

発さ

せた

こと

の意
磯

さ
す
と
い
っ
た甘

い
考
え
がみ

ら
れ

どで

費や
し
た愚

かな

方針

につ

いて

は
大
きい
。

る。
戦後

最高

の学

生数
を
麹Q
全字

わ
れわ
れ
は
強
く抗

議す

る。

外国
に

し
か
し、

当日

の具

体的

スケ
ジ
ュ

連
の
執
行
部
とし

ては
、

申間

層化
し

一.
対す
る
日
本
国
民
の憲

志衷

示と

して

ー
ル
に
つい

ては
、
反省

すべ

き点
が

た
学生
、
国民

の現

状を

臨視
し
て
組

す
.0。
こ
の校
舎
が
亮
成
す
る
と
、
現

在
駒沿
分
校
に
通
っ
て
い
る
教
養
部
一

回
生
そ全
員
吉
田
に
収
容
す
る
こ
と
も

可
能
と
な.0わ
け
で
分
校
統
合
も
笑
現

す
る
わ
けで
あ
る
。
分
校
問
題
に
か
ら

む
他
の施
設
費
の
京
大
関
係
予
算
が
二

月禾
ま
で決
定
し
な
い
の
で
今
の
と
こ

ろ
見
粗
しは
に
って
い
な
い
。

ま
た既
報の
よ
つに
漿
学
部
、
精
躍

工
学科
、
合
脳化
学
科
h
が
新
た
に

増
設さ
れ
、
花
山
大
文
台
に
口
径
六

十
り
の反
射
赤
道
賎
式
盗
速
観
が
新

設
さ
れる
は
か
、
文
学
部
に
西
洋
文

学
第
五
講座
が
、
防
災
研
究
所
に
水

文
学
部
門か
新
設
さ
れ
る
に
な
こ
と

つ
て
いる
.

教
官
研
冤費
は
全
困
で
ム
十
偲
円
で
あ

る
が
、約
二十
%
ふ
κて
、
六
十
偲
円

て
い
どと
な
るみ
くみ
で
める
、
施
設

費
は
、
教
食部
勅
館
、
工
与
部
一号
館

の
建
榮
に
ま
わ
る
争足
た
が
、
教
養
部

に
は
四
六Q
り
力H
、
工
学
部
に
は
四

五
Q
U
力円
が
計
上
され
て
お
り
、

の
は
か
花山
大文
台
猷
慧
鏡
の
敷
設
に

一九
〇〇
力円
が
決
定
し
て
い
る
。

花
山
天
文
曾
には
一七
Q
Q
力
円
で
太

墨

陽
観
測
器
械
を
お
く
シ
ー
ロ
スタ
ソト

室
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。薬

学
部
、
文
学
部
文
学
科
、
防災
研

水
文
学
部
門
な
ど
、
興
格
、
新
設
、

の
学
科
こ
と
し
は
し
め
て
専
門
課
程

に
学
生
が
進
学
す
る
工
学
部
衛
生
、

原子
核両
学
科
は
予
算
の
増
額
は
な

い
が
工学
部
の新
般
二
学
科
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
二
九
〇
力H
の
股
備
費
が

予
足
さ
れ
て
い
る
。

関
西
原
.∫炉
関
係
で
は
、建
物
に
一億

円
、
原
乎炉
に
∴
偬
四
干
ね
円
が計
上

さ
れ
て
いる
が
、
原
子
炉
に
つ
い
て
は

讐
十
五
年
度
中
に
は
一億
円
だ
け
支
出

され
る
。

な
お防
災
研
水
文
学
部
門
は
、
全
国

で
は
じ
め
て設
置
さ
れ
る
も
の
。

分
校

統

合

で

世

論

調

査同
学
会原
虚
蔀

同
学
会
厚
生
部
で
は
、宇
治
、
桟
田
両

分
校
学
生
を
対
象
に
分
校
統
合
に
関す

蔭

ン
午
ト
警

な
つ
.

[内
容
は
、
サ
ー
ク
ル
活
動
と
ボ
ヅ
ク
ス

な
と
の
問
題
,学
生
控
室
に
つ
い
て
、

図
醤
館
に
つ
い
て、
食
堂
に
つ
い
て
、

体
育
施
設
に
つ
いて
、
嵜
宿
舎
に
つ
い

て
、
学
生
健
康保
険
に
つい
て
、

各
ク
ラ
ス
で
授
業
時間
の前
後
に
実

施
し
、
分
校
統
合
に
κ
いす
.り学
生

の
声
を
く
み
あ
げ
.0
も
の
で
め
る

が
、
こ
の
結
果
は
、
教
養
部
長
も
参

考
に
す
.勾と
の
憲
同を
も
つ
て
い

る
。

19日

府
学
連
の
デ
モ
静
か

一
・
一バ
羽
田
デ
モ
の報
告
と
弾
出
に

仇
畿
す
る
府
学
逗
の
蜜保
改
定
反
対
弾

げ
抗
議
全
兄
都
学
生
集
会は
、
一月
十

九
日
午
後
四
時
半
か
ら
立
印館
学
園
ホ

ー
ル
で
開
か
れ
た
.
京大
、立
命
大
、

同
志
社
大
、
学
芸
大
な
ど
か
ら約
二
白

人
が
集
ま
り
、
議
長
に
森
茂樹
者
(立

命
大
)
、
原
口
(同
大
)
両
君を
選
出

ま
ず
府
学
連
副
委
員
長
浅
川
清
看

(同
大
)
か
「国
践
会
議
は下
部
労
働

者
の
角
を
無
梶
し
て
羽
田
へ
行
ゆな
い

こ
と
せ
決
め
大
切
な
と
こ
ろ
で
"統
一

と
団
績
"
を
持
ち
だ
し
岡
い
に水
をさ

し
た
、
全
学
連
の
羽
田
デ
モ
は全
権
団

に
み
し
め
な
出
発
を
さ
せ
、そ
の階
級

帆
を
さ
ら
け
だ
さ
せ
た
。
羽
田
デモ
は

け
っ
し
て
挑
発
で
は
な
い。
闘
いの
申

で
敵
せ
明
確
に
し
、
ゼ
ネ
ス
ト
の中
で

続
一と
団
結
を
か
た
め
よ
う」
と
幽
調

報
告
し
た
。

こ
れ
に
対
し
反
主
流
派
の
立
命
大か
ら

鍔

(

細曹、

・
千号発刊記念

羽
田
デ
モ
に
批
判
で
る

は
「全
学
連
が
統
一と
団結
を
破
って

分
れ
た
の
は
残
念
だ
が
、
こん
ど
の

羽
田
デ
モ
卑二何っ
た
の
は
誤り
で、
今

弾
圧
に
反
対
す
る
点
で
一致
し
、今

後
の
闘
争
に
プ
多
パ
に
なら
な
い。
挑

後
の
討
漁
・
活
動
の
中
で
ど
ち
らが

発
に
の
つた
行
為
で
あ
り
、岸
内
閣
の

正
し
い
か
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、

弾
圧
に
口
実
を
与
尺た
。
そ
の行
為
を

安
保
調
剛
阻
止
へ行
動
を
統
一し
て

と
つた
も
の
は
弾
圧
反
対
を
叫
び前
に

い
こ
う
」
と
謡
事
越
営
、蚊の
ま
と
め

自
d
批
判
す
べ
き
だ
」
と
、全
学
連
主

を
の
べた
。

流
派
の
共
産
主
義
者
同
盟
に
対し
て
強
こ
の
あ
と
文
部
省
の
次
官
通
達
に
反
対

い
批
判
の
意
見
、
学
芸
大
か
ら
も
「大

す
る
こ
と
、
瞥
視
庁
の
不
当
逮
捕
に
抗

衆
組
織
の
原
則
を
無
視
し
た
羽
田デ
モ
議
、
釈
放
を
要
求
す
る
ζ
と
な
と
を
決

は
自
己
醐
酔
だ
。
生
産
点
の
労働
者
階

議
「安
保
改
定
調
印
反
対
」
「教
員
養

級
を
じ
っ
く
り
組
織
す
る
こ
と
で安
保

成
制
度
改
悪
反
対
」
な
ど
四
つ
の
ス
ロ

改
定
を
進
め
る
階
級
的
文
配
層
そゆ
す

ー
ガ
ン
を
可
決
し
た
。
五
時
半
閉
会
し

ぶ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
が春
闘
に

た
。

菰
け
ら
れ
て
い
る
騒

だ。
バ
ネ吉

ひ
き
つ
づ
き
三
に
膏

・
河
原
町

冨

は
婁

運
の
程

か
ら放
・
出
さ

費

四
条
通
り
を
通
ぞ

円山
の

ね
は

な
ら
な
い
」
と
い
う
意
見
が
出
た

安
保
調
即
抗
議
集
会
に
参
加
し
た
。

一
方
、
京
大
、
同
志
社
な
ど
か
ら
基

全
学
連
を
破
防
法
違
反
容
疑
団
体

に

調
報
告

を
支
持
す
る

意
見
が
出
さ

し
よ

つ
と
す
る
動
き
の
あ
る
時
な
の

れ
、
最
後
に
浅
川
副
委
員
長
が

「全

で
、
弾
圧
の
口
冥
を
与
え
な
い
た
め

学
連
で
も
意
見
の
遠
い
か
ら
行
動
か

に
ジ
グ
ザ
グ
デ
モ
は
し
な
か
っ
た
。
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昌冒
轟
冒
昌冒
、

本

紙

で

は
、

懸

賞

小
説

を

募

恥

集

し
ま

す
。

現

在

ほ
ど

、

轍

さ
れ

、

Σ

織
活
動
を
熾
めな
いと
、
や
が
て
は
現

在
の
立
場
を
維
狩で
きな
く
な
る
で
あ

ろ
つ。

羽
田
空
港デ
モで
、
七
十
八
人
の
学

生
が
逮
捕
恐
れ、
文
部
衝
は
次
冒
通達

で
"参
加学
生
の
大
学
除
織
"
を
各
大

学
に
呼
び
かけ
、
公
繋
調
食
庁
で
は
、

全
学
淫
、共
産
主
義
者
同
盟
、
社
会
主

義
学
生
同
盟
に破
防
法
を
適
用
し
ょ
う

と
し
て
いる
。
政
府
の
学
生
直
動
に
対

す
る
穴
弾比
の
意
図
は
明
ら
か
で
あ

る
。全
学
連
は
、
共
産
主
戦
者
同
盟
な

ど
の
独
占物
と
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う

こ
とが
い
われ
た
り
す
る
が
試
験
前
に

小
雨
の
中
.生徹
孜
し
て
羽
田
デ
モ
に
参

加
し
に学
生
の主
体
は
、
平
和
へ
の
あ

く
な
き欲
求
をも
った
一般
学
生
で
あ

る
。
学生
連動
壊
滅
を
恵
図
す
る
大
量

検
挙
に
対し
て
は
、
わ
れ
わ
れ
は
断
固

と
し
て抗
議
す
る
,
ま
し
て
や
破
防
法

が
、全
学
運
に
適
用
さ
れ
る
な
ら
は
、

わ
れ
わ
れ学
生
は
毒
動
の
組
織
を
失
な

い
、周
抜
き
状
態
に
お
ち
入
る
で
あ
ろ

う
。破
防
法
制
定
当
時
、
最
も
先
逸
的

に
闘
っ
た
の
は
、や
はり
今
ロロあ
る
を

見
想し
た学
生
にち
で
ーの
つた
。
先
遊

た
ち
の
倣
防
法
反
刈
の
エネ
ル
ギ
ー
を

わ
れ
わ
11
は
芯
孔て
は
感ら
"16い
。

次
冒
通
注
は、
字園
の
自
泊
せ
侵
害

す
る
も
は
なは
だ
し
い、
文
部
後
の
大

学
統
制
を恵
昧し
て
い
る
。
残
念
な
が

ら
、
大
学に
よ
って
は
、
こ
の
通
達
を

う
の
み
に
y
りと
こ
る
が
で
て
く
る
危

険
も
な
い
では
な
い
。
大
竿の
上
層
部

が
、
時
の為
蚊占
に
迎
合
し
か
ね
な
い

ほ
ど
、
現在
の大
竿の
自
槍
の
観
急
は

も
ろ
くな
つて
い
る
。
も
し
、
ど
こ
か

の
大
学
ゆら
縦
姻
占
か出
た
な
り
は
、

そ
の
大
学
内
の
竿園
闘
争
に
遜
ら
す
こ

と
な
く
、全
国
の大
字
関
係
者
か
連
帯

し
て
闘
う
寛悟
り一決
め
て
お
き
た
い
。

ら

大
学
教
富
にお
い
て
も
、
こ
つい
っ
た

不
合
埋
な
由運
を熱
視
y
る
の
み
で
な

く
、
積
極
的
、甫
織
的
な
抗
議
を
行
う

こ
と
を
望
み
に
い。
人
字
の自
治
と
い

う
も
の
は
、
む
え
ら
れ
た
も
ので
な

く

か
ち
と
も
も
ωで
める
と
い
つこ

と
、
そ
し
て
大
。4ゐ
自
.禍と
は
、
大
学

次
官
通
達
は
無
視

稲
田
文
部
訳
醤
か
ら
出
さ
れ
て
い
た

「全
学
連
指
導
者
を
学
園
か
ら
排
除
し

て
ほ
し
い
」
と
の
通
達
に
対
す
る
京
大

当
局
の
取
扱
い
は
二
十
日
午
後
四
時
か

ら
開か
れ
た
補
導
姿
員
会
で
見
込り
の

態
度
庵
と
るこ
と
に
洛
醤
い
た
。

大
学
自
泊
の
払場
か
ら
次
官
通
達
は
無

視
y
べ
き
だ
と
いう
強硬
意
見
か
出
さ

昌
κ
が
、
教
甫
的
怯
場
かう
通
達
は
別

に
京
大
独
自
で
詰合
う
こ
と
にな
り
、

芦
田
学
生
部
長
か
ら
、
文
部
省が
発
表

し
π
「京
大
生
の
参
加
」
と
い
う
串
実

は
確
認
で
き
な
か
っ
た
と
述
べ
ら
れ

蘇錫
瀦
繍
離
鍵
騒

る
必要
が
な
い」
と
の
態
度
を
と
る
こ

こ
と
に
な
っ
た
も
の。

二
詣⊥
ハ日
に
開
か
れる
学
部
畏
会
議
で

報
告
、
最
終
的
な
結
論が
出
さ
れ
、
正

天
に
京
大
の
髪

が
決
め
られ
る
が
、

一よ
は
どの
こ
とが
な
い
限
り、
補
導
婁

員
会
の
線
に
落
蕾
く
見
込
み
であ
る
。

五
大

学

戦

に

優

勝

ア
ィ
ス
ホ
ソ
ケ
ー
部

復
沽
第
七
回
国
肱
ね大
学
ア
ィ
ス
ホ
ゾ

ケ
ー
リ
ー
グ
戦
は
、
し
日
か
ら
九
日
ま

で札
幌
で
お
こ
な
わ
孔た
か
、
孫
入
は

先
全
優
勝
を
と
け
た
。

同
リ
ー
グ
戦
は
、
唄
大
、
名
大
、
東

北
大
、
北
大
、
京
大
か
参
加
び
.勾も

の
で、
昨
年
度
は
索
大
、
名
人
か
一

二位
を
し
め
た
が
、
京
人
は
毎
シ
ー

ズ
ンの
足
瑚
戦
で
両
枚
を
破
っ
て
お

り
、優
勝
は
予
想
さ
れ
て
い
た
。

ヘ
スト
メ
ン
バ
ー
の
つち
三
人
を
欠
い

て
の出
場
で
あ
った
が
、
第
一F
W
藤

田
、泉
、
片
岡
が
縛
点
の
75
%
を
た
た

きだ
し
、
範
二
F
W
、
D
F
も
健
闘
し

て、
東
北
大
戦
に
は
最
高
得
点
、
東
大

戦
には
一ピ
リ
オ
ド
最
高
愚
ぬ
左
記
録

し
た
。

京
大
の
メ
ン
バ
ー
と
ス

コ
ア
は
つ
ぎ
の

と
お
り
。

ロ

O
メ
ン
バ
ー

⊃
　
⊃
　
⊃
　
Σ
　
　
Σ
Σ
　

2
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2
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2
1
1
1
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2
3
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J
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く
く
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く
　
く
く
く
く
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騰
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鶴
磯

○
ス
コア
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東
大

京
大

京

犬

京
大
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東
北
大

名

大

東

大

北

大

○
顧
位
①
京
大
(4
勝
)
②
東
大
・

北
大
(2勝
1敗
〉
④
名
穴
(1
勝
3

敗
)
⑤
策
北大
(4勝
)

す
で
に
約

一
万

入
掌
願
髭

開求
状
況

京大
学
生
課
教
扮
係
への
三
十
五
年

度
京
入
入
学
試
験
願
露
の謂
求
数
は

一月
二十
一日
午
後
上時
現
在
、
郵
込

し
た
も
の約
二
千
、
直
接
手
渡
し
κ
も

}の
約
干
九百
、
合
討
約
四
干
力
百
に
な

っ
た
。
学生
課
の話
で
は
、
こ
の
数
争

は
昨
年
度
と
は
とん
と
か
わ
っ
て
お
ら

ず
、
今
年
め
た
つた
傾
向
は
な
い
と
い

う
。
な
お
法学
部
事
誘空
で
は
約
じ
白

、
経
済学
部
六百
、
理
学
都
七
日、
」

学
部
干
九
白
とな
って
お
り
全
字
で
一

刀
近
い
願欝
が奨
験生
に
渡
さ
れ
て
い

る
も
よ
う
。

四
条
畷
に
反
対
同
盟

閉
幽
研
究
用
原
子
炉
設
置
予
定地
、
大

阪
府
四
条
畷
町
で
は
、
二
十
三日
町
議

会
の
全
員
協
議
会
を
開
き
、経
過
報
告

と
今
後
の
方
針
を
協
議
し
たが
、
二十

八
日
に
設
置
反
対
期
成同
盟
そ結
成
す

る
こ
と
に
な
つ
た
。

外

「
張

海

}
出

◇
農
学
部
教

授
川
口
荏

二
郎

1

・
7
1
36

。
2

・
15

内
の
教
官
と
学
生
の
話
し
合
い
でな
さ

れ
る
も
の
だ
と
い
う
原
則
を主
張し
て

お
く
。

叢
後
に
、
今
後
の
わ
れ
わ
れの
行
動

に
つ
い
て
、
一つ
の
こ
とを
い
って
お

き
た
い
。

戦
後
の
学
生
癌
動
を
ふり
か
え
っ
て

み
る
と
、
激
し
い
哩勲

弾
圧
の
あ
と

に
は
、
必
ず
学
生遼
動
の沈
滞
が
続
い

た
。
昭
和
三
十
年
、共
産
党
の
六
全
協

当
時
、
さ
か
ん
に
"学
園
に
か
え
れ
"

と
い
う
こ
と
か
叫
は
れ、
各
大
学
自
治

会
は
先
全
な
づ
…
ビ
ス機
関
に
な
り
、

急
激
な
日
本
の
班
コ
ー
スの
中
で
、
学

生
運
動
は
空
臼
期
を
迎
え
た
こ
と
な

12」、
そ
の
い
い
例
であ
る。

マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
は、
今
回
の大
弾

圧
で
、
学
生
運
動
に
転
機が
き
冗と
プ

一レ
ス

キ゚
ャ
ン
ペ
ン
し二

方
・
生
活

目
標
を
外
部
の
条
件
に
順
応さ
せ
る
こ

と
に
お
く
風
潮
が
名
し
い学
生
内
部
で
.

も
、
そ
の
動
き
が
な
い
と
はい
え
な
い

が
、
わ
れ
わ
れ
は
;
度
と
誤り
を
く
り

返
し
て
は
な
ら
な
い
。
指
導
理
論
に
つ

い
て
は
、
執
行
部
内
の
み
な
ら
冗

一

般
学
生
も
大
い
に
参
加
し
て
、
さ
ら
に

よ
り
よ
き
大
衆
活
動
を
進
め
る
べき
だ

が
、
そ
れ
を
行
動
に
お
い
てさ
ら
に
発

展
さ
す
方
向
に
向
け
な
け
れは
な
ら
な

い
。
こ
こ
で
、
弾
圧
に
驚き
、
マ
ス
コ

ミ
に
あ
お
ら
れ
て
、学
生
が
学
園
内
に

と
し
こ
も
っ
て
し
ま
えは
、
そ
れ
こ
そ

、
支
配
階
級
の
こ
しら
えた
わ
な
に
お

ち
い
っ
た
こ
と
に
なる
。

わ
れ
わ
れ
は
、
弾圧
の中
に
あ
っ
て

も
、
さ
ら
に
全
学
連と
い
う
学
生
連
動

に
煙
動
を
進
め
な
け
れ
はな
りな
い
、

一安
保
改
定
に
し
て
も
、
調印
後
と
は
い

え
、
国
民
と
と
も
に
闘
わ
ね
は
な
ら

ぬ
。
議
会
主
義
と
は
、
議院
内
の
多
数

政
覚
の
"儀
式
"
を
国
民が
悔観
す
る

こ
と
で
は
な
い
。
批
准
阿
に、
大
衆
趣

動
に
よ
つ
て
議
会
を
解
散
にお
い
こ
む

決
意
を
固
め
ね
は
な
る
ま
い。

史
上
癸

の
組
撃

も塾

し、
塾

「

一

土
壌
成
分
可
動
性
に
か
ん
yる
研

究
、
土
壊
リ
ン
酸
の
形
態
と
そ
の臼

効
性
に
か
ん
す
る
研
究
のた
め
、
合

同
学
会
に
平
和
賞

世
界
平
和
評
議
会
か
ら

脚

講

嬢

編

瀕

遜
強

.継

、、

櫓
く
、
㌦

・、
り

、心
÷醐
ザ

鋤

い

め

ち
ヒ
ヂ
　ヤ

ぎ

"

く・

・
'

〃、、
'

拷

ノ

き

.

鞘

駕

・

'
"

サ

写
翼
は
平
和
賞
の
銀メ
ダ
ル
と
賞
状
。

同
学
会
が
以
嗣
行
っ
て、
各
地
に多
大

の
反
響
を
ま
き
起
し
江
「原
水
曝
展
h

の
曹
義
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
はど
、世

界
平
和
詔
議
会
か
ら
、平
和賞
が
同
学

.

会
に
与
Xら
れ
た
。

い

統

一
行
動
(25
日
)

二
十
五
日
に
お
こ
な
わ
れ
叩9予
足
で
あ

つた
全
学
運
安
保
批
僅
阻
止
弟
一次

続
一初
動
は
、
試
験
期
を
ひ
か
冗
て、

組
織
化
の
見
と
お
し
が
た
た
な
い
κ

め
、
中
止
さ
れ
、
ク
ラ
ス
、
ゼ
ミ
な
ど

で
、
批
准
阻
止
、
弾
"
反
対
の
訣
議
を

ぐ}

く

葦、至`妻靴艦;壕5垂ジ桑萎蓬二華

"

 

は
中
止

二
,る方
針
に
な
つ
た
。

一

、
♂

艶丸學虜掌慶魔

モ
、宜

.、兼
暑
醸
、鴛

、端
黛

醗

濡

e
、

ヌ
、

、
'
、
ソ

、窮

蝉

,齢

脳
秘
紬

㌧

・

・

"
'ン

甘

ノご

ヂ　

を

軒

愚

ー

'
、
'
・

・

燃

野
、熟
惹
詮

一の
七
十
六大
学
生
は
、
二
十
八
日
に
拘

な
お
、
二
十
八
日
の
国
会
再
開
に
際

燈
期
限
がき
れ
る
ので
、
大
部
分
涙
放

し
て、
暇
京
で
は
全
学
連
に
よ
り
、

さ
れ
る
も
のと
み
ら
れ
る
が
、
学
仕
木

批
幽
阻
コ
と
粥
田
ピ
ケ
弾
翫
の
反
対

と
い
つ条
件
のた
め
、
今
年
度
学
生
超

のプ
モ
が
お
こ
な
わ
れ
る
が
、
国
会

の
カ
ン
パ
ニア
は
二十
八
日
の
巣
京
の

匹
ー

レ氏

ゴ,
5
♂匠

」

「

る
9

聚

雷
ピ
ケ
で
肇
さ
れ
拘
駐

周
辺
にデ
モ
を
か
け
る
も
よ
つで
あ
一ヂ
モ
が
最後
にな
る
もよ
う
。

衆
国
へ。

「

◇
理
学
訂助
教
擬
巽
友
正

1
。12
1

上

2
・11

1
月∬
日
か
ら
リ
シ
ン
ト

ン
の
近
く
で開
か
れ
る
竃
磁
流
体
力

学
国
際
シ
ンポ
シウ
ムな
と
誘
学
会

に
出
席
、
そ
の
後
マリ
チ
ュセ
ッツ

工
科
大
学
な
ど
の
大
学
視
察
の
た

め
、
合
諏
国
へ
.

◇
教
育
学
部
教
授
高
坂
正
顕

1
・
13

-
4
・16

大
学
行
政
な
ら
び
に教

育
伏
況
視
察
、
教
脅
学
な
ら
ひ
に
日

本
研
究
の
状
況
調
査
の
た
め
、
合
衆

閣
へ.京

◇
大
◇
人
◇
箪

▽
採
用

病
院
助手
引
上
幽診

工
与

部
助
手
看
松
貴
央▽
昇
仕

福
井
入学

会
㎡
課
長
芋
田
偲人
郎
(経
理
鄙
主
副

課
礫
長
補
伍)
▽
配置
換

農
場
助
手

木
幡
厭
一
(農
学
部助
手
)
医
学
部
助

手
滝
本
保
(同福
ヂ
)
総
院
助
手
小

川
昌
末
(同
副手
)
工
字部
助
手
山
手

有
(化
学
研
助手
)
理
学
都
助
手
禅
素

丁
年
也
大
鐘
議
技
鶏
珍

ソィ
ル
ス
研
助!牢帆

木々
博
(病
院
副

}皿f
>
基
物
研
串
務
長
水原
修
犬
(大
阪

一学
云
大
学
会
計
課畏
)
庶
務
鄙
脾
務
課

長
倫
佐
山
下
彰
一一(肝
務
都
伊
務
課
畏

補
佐
)
▽
辞
肱
保
健
診療
所
助
手
一

色
信
珍

農
場
助
手山
田
騒造

都
助
手
田
井
中
畏

同大
森
微

部
助
手
細
田
豊
▽
昇任

病
院
講
帥
小
野
克
己
ハ同助
手
)

学
部
徳
田
安
恵
(同)

(同
)

手
)
▽
配
置
換

貫
(工
学
研
教
醤

農工学学

 

医

同吉
田
正
美

理
学
部
講
蹄
隅部
功
(同
助

工
学
部教
授
横
尾
験

同佐
藤
俊
(同
)

文
部
省
大
学
学
術
局科
学
冒
佐
佐
木

外
喜
雄
(工
学
部
教
毬

化
学
研
教

湖
員
中
山
尿
之
(同
技
術員
)

保
健

診
療
所
助
手
松
本
明
(病
院
助手
)

搦
院
助
手
盲
信
敏
子
(同
副手
)
▽出

商

教
育
大
学
助
手
川
口
正
昭
(基
物

研
助
手
)

同
磯
親
(同)
▽併
任

農
学
部
畏
評
編
員
渡
辺
庸
一郎
(同
教

授
)

教
養
部
助
教
授
柏崎
祐
一
(文

学
部
助
教
授
)

工
学
部
教
授
佐佐
木

外
喜
雄
(文
部
省
大
学
学
術
局
科
学

官
)

防
災
研
串
務
代
理、
評議
員
西

村
英
一
(同
教
授
)
人
文
科
研
事
務

代
理
評
議
員
清
水
盛
光
(回教
授
)

教
脅
学
部
鍾
、
評
議
員
勝
原
陽
二
(同

教
授
)

経
済
学
部
長
、評
議
員
松
井

湾
(同
教
授
)

防
災
研
講
帥
神月
彰

(理
学
部
講
帥
)
▽
併
任
解除

理
学

部
助
手
神
月
彰
(防
災
研助
手
)

▽

復
職

化
学
研
助
教
授
稲
垣博

「退

職

理
学
都
教
授
石
橋
雅
義
佐
佐
木

甲
二

欧
学
部
教
授
蘭
摘噂
蔵

▽
辞

職

農
学
部
助
教
授
小
島
葱
教
養
部

㎝教
務
員
横
田
日
出
雌

化
学研
助
手
浜

田
昌
之

食
糧
研
教
猫
貴
柴田
弘

工

学
部
講
帥
今
村
力
造

理
学
部
認
助松

下
禎
見

病
院
助
手
武
田
正
硯
同
武

下
潰

農
学
部
助
手
服
部
共生

理
学

部
講
帥
小
野
喜
三
郎

同
助手
山
本
三

三
三
医
学
部
助
手
聞
本
力
二郎

教
脅

学
部
助
手
酋
岡
忠
義
化
学
研
教
務
員

山
脇
武

澄
知
ら
せ

{

試
験
朗
、
休
暇
に
入
る
た
め
、

簾
錆
聡
行
は
次
の
よ
。に
=

◇
二月
百
号
璽

号

}}

㎝
⑭
頼

醒
号
受
鰹
号

=

◇
二月
二十
二
日
号

休
刊

一
◇
骨

二+
九
昇

慧

号

=

【京
都
大
学
新
聞
社

}

照
一九
六
〇
年
十
二
月

+
五日
正
午
現
在
に

お
い
て
「①
日
本
の

首
相名
②自
民
党
は

東
京
大
学
教
授

摩

重
雄
改
訂

呉
建
坂
本
恒
雄

礎
京
大
糞

授

田
坂

定
孝
名

逓
信
病
院
部
長

㎝餐
一
暢
三
襲

策
北
大
単教
授

高
橋

英
次
著

内

科

書
灘

曇

価
三

価
冒

§§

耀

 

価
三
。
。
。円
醗

権
味
i
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薬
理学

新刊

蝿合
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堂

 

生
化

学

実

験

法
羅

撒
㎜謡
。゚朋「

1大

:

、学1
ほ

1と 司
ロ

罐1
の養

'保

健
新刊

六
三
山

.南

}価A

}5

;五;
=

}頁

二
八
。
円
㎜゚
難

齢
大難

学
生
の
細
菌
学
実
習

淵
伽、甕
謂

、

耳『京 交 貯芝l
x萎'岡 田∫

分
裂
し
て
い
る
か
…・
⑤軍
縮
協
定
は

凋
印
さ
れ
て
いる
か
:
・⑩
関
西
原
子

炉
の
殻
置
箇
所
は地
元
任民
と
の了
解

に
達
し
て
い
る
か」
と
い
った
設
問
を
ロ

蓮

ζ
し
案

華

・
っ墨

遊
ひ
敬

一九
五Q
年
いら
い、
禁
大

人
文
科
研
の
桑
原教
授
ら
所
員
が
行
っ

て
い
る
▼
ち
な
み
に十
二人
が
参
加
し

た
昨
年
度
の
占
い
成果
の
一部
分
を
み

て
み
よ
う
。
各
問
に
つい
て
の正
解
看

警

「曽
本
の
籍
罐
奮

且

中
国
の
国
家
主
席
は臨
か
一、
⑥
松
川
}　

裁
判
は
さ
し
も
と
し
にな
2
」い
る
か
一

九
、
⑦
ロ
ケ
ッ
ト
は
月
の引
力
圏
内
に

入
って
い
る
か
九
、⑨
日
米
女
保
改
足

は
調
印
さ
れ
て
い
る
瓜
二
」と
い
った

ロ

具
合
で
、
最
高
点
は
八
点、
最
低
は五

点
、
平
均
点
は
六
・三
点
だそ
う
で
あ

る
▼
昨
年
の
難
問
は
申
国国
家
主
席
名

で
「劉
少
奇
」
正
解
は、
多
田
道
太
郎

氏
一人
の
み
。
安
保
改
定謂
印
では
、

日
本
の
進
歩
派
人
文
科研
の
面々
も
す

い
ぶ
ん
弱
気
だ
つ
た
よ
う
だ.
桑
原
教

授
に
よ
る
と
こ
の
遊
び
の意
義
は
"改

革
的
恵
欲
の
つ
よ
い
人
は
、理
想
と
現

実
の
ギ
ャプ
に
お
ち
い
り
や
写い
が
、

そ
れ
を
チ
エ
ッ
ク
で
き
る
と
こ
ろ
"と

か
。
い
か
に
も
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の

大
家
ら
し
い
。
▼
昨
年
か
ら
本
紙
先
躍

の
工
氏
も
は
が
き
で
十
ヒ
人
の
伸
間
に

同
一設
問
を
送
り
回
答
を
求
め
に
が
、

そ
の結
果
は
、
平
均
点
七
・三
声
と
、

人
文
科
研
以
上
の
成
績
を
示
し
た
。
申

国
主
席
を
歯
[てた
のは
、
新
聞
配者

のF
氏
一人
の
み
。
こ
の
ケ
ー
ム、
桑

原
教
授
が
い
う
ほ
ど
の
意
薩
は
な
さそ

う
だ
か
、
年
頭
に
あ
た
っ
て
、
自
分
の

理
想
と
現
実
を
考
え
て
み
る
の
も
悪
く

な
い
。
▼
今
年
一年
、
現
実
が
ど
れ
ほ

ど
理
想
に
近
ず
く
か
、
今
年
の
設
問
の
,

残
り
を
最
後
に
掲
げ
て
お
こ
う
。
「③

衆
議
院
は
解
敵
さ
れ
て
い
る
か
④
ア
メ

リ
カ
大
統
領
は
何
党
か
ら
出
て
い
る
か

⑤
中
国
と
イ
ン
ド
は
国
境
問
題
に
つ
い

て
協
定
を
む
す
ん
で
い
る
か
⑥
原
水
爆

実
験
停
止
(禁
止
)
協
定
は
調
印
さ
れ

て
い
る
か
①
鈴
木
茂
三
郎
は
社
会
党
の

委
員
長
で
あ
る
か
⑥
ア
ル
シ
ェ
リ
ア
の

競
難
題
翻
騰
謎
 
一

か
」

¥80〒42月 号

大

人

は

判

っ
て

く
れ

な

い

(映画
シ
ナ
リ
オ
)

朝
倉
剛

ぼ

く

の

メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ウ
ン
ド

(シ
ャ
ン
ソ
ン)
小
松
僧
・田辺
一氏

パ
リ旅
行
の秦
(申
村
幸
雄
)フ
ラ
ンス

の
教
鳶制
展
(野
村
二
郎
)
フラ
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地
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「フラ
ン
ス
の
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」
(寺
田
恵
一)夕

闇
の
リ
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山
階
夫
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C
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ラ
・
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ゾ
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ヌ
(祖
川
夏
チ)
映
画
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「火
山
の
驚
異
」「ビ
キ
=
の裸
女
」「大

人
は
判
っ
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れ
な
い
一(飯
島
正
)
他

巾叩田
孫
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編
集
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ラ
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社水

電
気
用
語
辞
典
編
集
委
員
会
編

電

気

用

転

,
豊
富
な
用語

2
闇
明
な解
脱

3
英
独
用語
の

辞
典
兼
用

大
阪
府
立
大教
授

吉
岡
正
三
薪

腱
大
教授

渡
部
一
郎
藩

難
鐙
鑛

〔
内
容
見
本
進
塁
〕

語

辞

典

鵬6}四。臨

交
部
省
網
学術
用
語
集
「電
気
工
学細
」
の
全
用
語
の
外
に最
新
用
語
約
二
干

を
加
え
一万
二干
余
語
を
収
録
し
た
。

朧
艦
羅
継
翻
騨
雛
狸
難
醐

典
と
し
て
利
用
でき
る

金
属
学
序
説

室

気

機

械

改
訂

増
補

慧
1
6年
初
版
、行以
后
の新
し
い
資
料
を
で
き
るだ
け
多
く
.

高轟11
配講磯配本座械本羅

}鰍5藷

弾
性
安
定
要
覧

禄
し
門
一.

A
5
二
八
〇
貞

価

五
〇
〇
円

白

B
5
七
Q
四.民

価
二
七
〇
〇円

虞
を
農
加
す
　 図書目録進呈・〒各50円…

崖響繍=ロ ナ 社 騨 論

マ
ヤ
コ
7
ス
キ
ー
研
究

 
萸
命
と
恋
と
破
壊
と
冨僚
的
非
難
の
な
か
に生
き
た
今
世
紀
最
大
の
詩人
を

遜
解
し
よ
う
と
す
る人
湧
の
た
め
に
編
まれ
た入
門
轡
。

小
笠
原
騰
樹
編
訳

パー
ペ
ル
ヌ
イ
、
ナ
ウー
干フ
、
ー
ーー
オ
レ
、小
笠
原
盟
樹
の
エ
ツ
セ
イ.

恋
人
への
手
紙
鐸
㎎録
。
〈口F内
容
見
本
>
8六
剃
奨
装
価
二
八
〇円
午20

へ

鍵
讐ブ

レ
ヒ
ト
詩
集

野
村
修
訳
・世
騨
現代
詩
集
2
巻

わ
が
国
は
じ
め
て
の
[巻
艇
樂
ー

ドブ
ジ
ン
ス
キ
ー
詩
集

鴫
岡
晟
訳
・世界
現
代
詩
築
1葛

8六
判
函
入
価
各
三
五〇
円
一〒30
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}一}}}

-兜1

閥
凋
■圓
置匿

層■

巨

一剛

し."4
ρ5騨

1

. 11

ワ4

畦

酬
圃

o 口
騒 6

.
1,

A
・ブ
ラ
ウ
ン
著

木
内
信
胤
監
訳

B
6
三
一六
良

三
七
〇
円
干25

国
運
そ
の
他
の活
働
に
よ
り
世界
経済
への
関
心
は
日
に々
高
ま
り
、
ま
尤

聯
緕
学
者
の
見
解も
大
き
な
影
響
を
受け
て
い
る
。
本
轡
は
、
世堺
経
済
の
諸

率
実
、
諸
問
臆
を吟
味
し
、
サ
活
水
準や
経
済
力
、
経
緕
欝造
、
地
域
的
專
門

化
、
経
済
成
長
、
価格
機
溝
、
資
源
剰用
度
の
国
に
よ
る
差
異を
比
較
検
謝
し

新
し
い
、
し
か
も
地に
つい
た
世
界
経
済入
門
を
欝
き
上
げて
い
る
。

古
川予8

衰6栄〇三三_
1ヨ≡≡
養貧綴

 

2
月
5
日刊

新
し
い
理
諭
体
糸に
し
た
が
う
て
、経
當
学
の
内
容
、
研
究方
法
、
丈
献
解

説
を
行
っ
允
は
じ
めて
の
入
門
需
。
経営
学
全
般
に
わ
た
って
、
簡
潔
、
正
確

に
そ
の
全
貌
を
理
解で
き
る
、
経
営
学研
究
の
た
め
の
バ
イブ
ル
。

第
1
章
総
諭
第
2置
布
藁
形
態
第
3章
経
営
管
理

第
4章
経
営
管
理
組

織

第
5
牽
経
営
労務

第
7
輩
経
営則
務

第
8
章
経
営経
理

門

ー

9

舛
田
精

幽
箸

夕Yヤ モンド社
策烹都予代田区霞関。振替集泉25976

畳F二6
0-一

畢き25頁

暫
聞
に
、
株
工報
告
轡
に
、
巷
に
貸借
対
照
表
が
見
られ
る
。
こ
の
貸
借
対

昭
表
か
ら
会
社
の良
由
、
綬
資
の
好対
象
に
な
る
か
否
か
など
を
効
果
的
に
見

分
け
る
方
法
はあ
る
か
.
会
付
の
バラ
ン
ズ
・シ
ー
ト
が
すぐ
あ
な
た
の
パ
ラ

ン
ズ
・シ
ー
1
ー
直紬
す
る
。
こ
の見
分
け
方
が
大
切
で
ある
。
本
密
は
素
人

に
も
ず
ぐ
わ
か
るよ
う
カ
ン
所
を
やさ
し
く
面
白
く
解
朋
し
淀異
色
あ
る
本
。

ダ
イ
ヤ
モ
ンド
社
繕

噺
畳
判
一.O
O
貴

"八〇
円
苧
15

6
,月
28
日
発
売

就
職に
あ
た
った
自
己
の
適佐
を
知
る
ζ
と
、
つ

い
で
目d
の
望
む
業
禰
の
棊
種特
性
、
凝
務
内
容
を

熟
知
する
こと
は
、
職
業
生活
で
生
甲
髪
を
感
じ
つ

つ
目
dを
伸
ば
す
た
め
の
必須
条
件
で
あ
る
。

一

本
轡
は、
笠
信
太
郎
、
工
藤昭
四
郎
、
松
本
洋
、
豊

へ

際
伽
男、
高
木
健
犬
、
堤
濤
二、
火
和
厨
三
ほ
か
各

㎜

界
の
楡戒
、
ベ
テ
ラ
ン
を集
め
て
、
職
藁
に
つ
い
て

の
巧
え方
、
職
繋
選
択
か
ら決
定
ま
で
を
あ
ま
す
と

こ
ろ
なく
論
述
し
た
。
新
たに
就
職
す
る
青
年
、現

粁
の
購鑑
に
不
満
な
人
の絶
好
無
二の
指
導
轡
。

'

一

591
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L

懲
済
掌
郡

墾
至藩

♂
4

、

'

暑爵 至,、」ゆ
ξ

」
書'
已

口

勘

'

弔

'曜

㌧
㌔
寧

'

8

シ
舜

瓢

蓬

魯

↓
呼
聖
"

'も
輔4

垂

残
竃ら
サ

川マ
今
護
の
襲
齢
は
岩
戸

景
気
に
の
っ
た
ため
か
、
出
是
か
"

ら
好
調を
儀
えら
れ、
一月
二
十
　

日
現
在
の
本社
調
べに
よ
る
と
全

学
部
的
に
は八
四
・五
%
で
、
す

で
に
ほ
とん
ど
百
%
の
も
の
が
四

学
部
もあ
る
。
工
学
部
、
薬
学
科

経
済
学
部を
筆
頭
に
理
工
系
は
相

変
ら
す
の好
調
さ
で
あ
る
。
理
学
゜

部
は
表
では
七
〇
%
と
な
っ
て
い
.

る
が、
化
学
・動
物
・地
質
学
科

の
進学
試
験
が
ま
だ
行
わ
れ
て
い

な
い
ため
で
、
そ
れ
ら
も
差
引
く
　

と
、
ほと
ん
ど
百
%
と
い
う
こ
と

であ
る
。

"

▽
他
学
部
に
比
ぺる
と
、
就
職

戦
練
では
映
え
な
い
の
が
、
文
教

吻両
彪蔀
、」あ
り
、
今
年
も
そ
の
例
　

を
ま
のが
れて
い
な
い
。
し
か
レ

昨
年
度
三
月
末
調
べ
に
比
べ
る

と
今
年
度
は
一月
半
の
調
ぺ
な
の

に
咋
年
を
上
廻
っ
て
お
り
、
教
員
.

採
用
試
験
の
結
果
が
わ
か
れ
は、
　

ま
た
も
う
少
し
こ
の
数
字
も
ト
姻

る
見
込
み
。

▽

以
下
こ
の
頁
に
掲
載
す
る決

定
者
は
、
一応
全
学
部
を
綱
短し
.

た
つ
も
り
で
あ
る
が
、
事
務
室
へ
.

報
缶
の
届
い
て
い
芯
い
も
の
は載
゜

っ
て
い
な
い
。
ま
た
修
士
課程
の
.

終
了
者
名
に
つ
い
て
は
一年
・二
　

年
終
了
は
区
別
し
て
い
な
いし
、

そ
の
他
に
も
多
少
の
変
動
は
ある

こ
と
を
お
許
し
ね
が
い
た
い。

°

く

の

バ
き

コ

学
部
言

89・

7

彫

【
繊
維
化
掌
掌
科
】

【土
木
工
掌
科
】

喝だ

.潟

望

U、、甑

、}

駕

し
.
=
し
.ぎ

(゚↑
璽
」

燕l
l峯

歎
1輸 墨
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マ
馨
"
・§
・冒Hき
♂
・罫
鱒
自
・り
俘
?
早
サ
弓
"
善
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§
ゐ
き
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・邑
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邑
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轟
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㍉
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農
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轟
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奪
b
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善
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善
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畠
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∵
晶一一・h
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轟
・§
二

ー
凍
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の正
月
に
京
大
文
学
部
の

…
…
…
大
出君
た
ち
を
中
心
に
サ

ー
ク
ル
交流
会が
も
た
れ
た
。
そ
の

会
の
成
果
に
つい
て
は
別
の
機
会
に

と
りあ
げ
る
こと
に
し
て
H頃
か
ら

考
え
て
いた
こと
を
、
会
で
撲
し
褐

た
人
々
の発
爵
と
結
び
合
わ
せ
て
述

ぺ
て
みよ
う
。

.九

ε
別
』
⊆八
つ
の
サ
,
ク
ル

・…

・・
が
築
つた
中
で
、
農
村
を

基
盤
にし
て
い
る
も
の
は
五
つ
で
あ

っ
た
。こ
の五
つの
中
に
も
サ
ー
ク

ル
と
いう
名
に
値
す
る
か
どう
か
わ

か
ら
ぬ程
展の
、
例
え
は
農
集
技
循

の交
換
を
三
人
で始
め
之
は
か
り

で、
と
い
う
も
の
も
あ
っ
た
わ
け
だ

が
、
と
に
か
く
同
じ
広
島県
の
農
村

で生
き
て
い
な
が
ら
そ
の
現
象
の
相

違
の激
し
さ
に
驚
い
た
。
そ
の
相
這

の
要
因
は
立
地
条
件
か
ら
き
て
いる

も
の
か
ど
う
か
が
先
ず
問
題
にな
る

だ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
そ
う
でな
い
ら

し
い
印
象
を
強
く
受
け
た
し、
た
ま

た
ま
異
っ
た
立
地
条
件
(島
・盆
地

ロカ

・山
堪◇
を
母体
に
し
た
三
つ
の
プ

ー
フ
ル
が
比
較
の対
象
に
な
った
の

で
挙
け
てみ
る
と
に
す
る
。

,民
、
島
市
(県
の
蕎

醒

の

…
・:
・
川
角
君
は
、
青
年
は
オ
ヤ

ジた
ちに
全
く
押
さ
れ
て
し
ま
っ
て

り
璽
と
報
儀
し
に
。
そ
の
一因
と

し
一、
島
の
主
憂
物
で
あ
る
み
か
ん

や除
虫
菊
の
改
良
、
普
及
、
市
場
獲

保
など
の箏
業
を
、
現
在
の
オ
ヤ
ジ

た
ち
が
青
年
で
あ
っ
た
頃
手
が
け
は

じ
め、
一応
そ
れ
を
完
成
し
一、
経

営
に対
す
る
強
い
自
信
を
持
ち
得
て

いる
、
と
い
う
点
そ
挙
げ
、
彼
自
身

市
の農
業
改
良
普
及
員
で
あ
り
なが

ら
「生
塵
向
ト=
や
「経
営
改
蕾」

だ
け
の
サ
ー
ク
ル
を
無
用
の
長
物と

極
め
つけ
た
。

,噴

欝

(委
蓮

の
田

…゚
:
8
辺
君
は
、
生
活
記
録
や
演

劇
な
ど
を
通
じ
て
手
を
緒
ん
で
い
つ

た
婦
人
と
青
年
の
力
が
支
え
と
な
っ

て
、
ア
カ
と
い
わ
れ
た
青
年
を町
会

議
員
に
当
遵
さ
せ
、
現
に
青
年
会が

⑦

藤

明

公
民
餌
活動
の
中
心勢
力
と
な
2
」

い
る
、
と
碧

更
に作
木
村
(県

北
端
V
の晶
川看
のと
こ
ろ
で
は
、

道
路
新
設
公
民
館
建
築
、
し
い
た

け
の
部落
共
同
裁
増
か
ら
、
果
て
は

と
本
質
的
に
違
っ
た
道
を
違
っ
た
姿

勢
で
渉
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

.町

馨

兀ち
笙
獲

誌

・…
…
三

「流
れ
」
や
濱
劇活
動
を

通
し
て
、
嫁
姑
の
問
題
を
頂
点
と
す

る
家
族
の
人間
関
係
の
ゆ
が
み
や、

隣
人
間
の
タ
ル
蛇
根
性
に
メ
スを
入

れ
て
き
た
。
部
分
的
産
業
革命
と
違

っ
た
人
間
の
質
の
変
革
を
めざ
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
に
相
違
はな
い、

が
し
か
し
こ
れ
ら
の
,勘勘
に
も
老
化

現
象
が
見
え
てき
は
じめ
て
いる
。

品
川
君
た
ち
の活
勤
に
プ
レ
ー
キ
が

間
関
係
から
生
ず
る
ひ
す
み
、
と
い

っ
た
も
のに
お
い
た
。
い
や
お
か
さ

る
を
得
な
く
な
った
、
と
言
お
う

か
。
品
川
君
た
ち
は
非
文
化
性
の
打

破
を
当
面
の
目
標
に
か
か
げ
た
。
け

れ
ど
も
、
そ
の
目
標
は
、
地
主
を
組

敷
い
た
政
策
に
よ
っ
て
セ
バ
メ
られ

た
中
で
発
見
さ
れ
る
よ
うな
レー
ル

を
通
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
てそ
の中

で
発
見
さ
れ
た
目
棚
だ
った
の
だ
.

今
は
い
い
。
し
か
し
そ
のレ
ー
ル
の

上
で
は
危
機
感
を
覚
え
るこ
と
な
し

に
大
き
く
知
らず
に
西
"イ
し
て
し

見
え
は
じ
め
た
老
化
現
象

新
し
い
目
標
は
何
か

公
民餌
畏
や
主
亭
の
公
選
制
を
布
く

に
至る
仕
事
ま
で
肯
年
会
が
中
心
で

あ
り
、
農
業
委
員
会
候
補
も
脊
年
会

か
ら
出
し
上
位
で
当
選
さ
せ
た
、
な

ど
の
経
順
を
持
っ
て
い
る
。

..超
1
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
三
つ

…

・・
の
地
域
で
の
現
象
団
で
の

相
違
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
青
年
た
ち
の

質
的
な
相
違
と
イ
ク
オ
ー
ル
で
緒
べ

る
だ
ろ
う
か
。

.臨
、
辺
君
や
襲

た
ち
は
、

・・…
・…
島
の
産
禦
革
命
?
を
な
し

と
げ
、
息
絶
え
絶
え
の
青
年
た
ち
を

魍
敷
い
て
い
る
か
つ
て
の
斗
誰
だ
ち

か
か
0の
は
も
つ
と
早
い
。

「あ
の道
路
ほ
ワ
シ
ら
の
着
い
頃
作

つた
ん
じ
や
」
と
い
う
曹
語
り
を
し

て自
慰
に
ふ
け
る
オ
ト
ナ
は
て
こ
い

ら
に
掃き
捨
て
る
程
い
る
じ
ゃ
あ
な

い
か
。

.眺
、
塁
詮

闘
誘
塁

…
…
…

を
失
った
.
寄
生
的
地
主

が
政
策
に
組
敷
か
れ
て
地
主
対
小
作

人
の
関
保
は
ボ
カ
さ
れ
、
農
民
た
ち

の
当
面
す
る
敵
そ
見
え
な
く
さ
せ
ら

れ
た
。
幾
分
飛
臨
的
に
な
る
が
・芭

そ
こ
で
田
辺
君
た
ち
は
そ
の
目
標
を

人
間
関
係
の
ゆ
が
み
あ
る
い
は
、人

ま
う
ん
じ
ゃな
い
の
か
。

,鴫

署

の
所
で
も
品
岩

の

…:
§
所
で
も
、
新
し
い
山
林
地

主
が
ふと
って
い
る
。
こ
の
正
体
の

把
み
に
くい
相
手
そ
慧
臓
せ
ね
は
な

る
ま
い。
曲
名
に
ギ
マ
ン
行
為
は
つ

き
も
の
であ
る
。
地
方
の
議
会
に
、

公
民館
や
又化
活
動
の
裏
団
に
、教

腎
の
申に
、
サ
ー
ク
ル
の
内
部
に
塩

で
、
郷
い
手
が
ひ
た
ひ
た
と
水
のよ

う
に迫
って
き
て
い
る
こ
と
を
意
識

し
な
い
わ
け
に
は
い
く
ま
い
。
賞
林

署
の役
人
を
ロー
ラ
ク
し
、
土
木
県

議
と
績
び、
ピ
ー
ル
会
社
や
倉
犀
業

な
ど
の
事
業家
た
ちま
で
、
利
を
分

か
ち
合
う
彼等
は
、
自
作
農
に
や
っ

と
な
れた
農
民
た
ち
を
再
ひ
元
の
住

家
へ追
い
落
し
て
い
っ
た
。
政
策
が

そ
れを
援
け
て
い
る
こ
と
を
意
識
し

て
はし
い
の
だ
。
そ
し
て
そ
れ
を
活

動
の
土
性
骨
に
す
え
て
は
し
い
と
思

う
のだ
。

圏
耀
縛
勧
雛
職

肖
分
た
ち
の
レ
ー
ル
を
敷
い
た。
更

に
新
し
い
レ
ー
ル
を無
限
に敷
き
延

ぺ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
こと
に
も

気
付
く
筈
だ
.
唇
臼
村
(県
北
部
)

の
展
民
組
合
も
モ
の
一つだ
。
活
動

家
数
名
と
い
う規
模
の
オ
さ
さ
は

「笑
い
」
と
い
う
ゆと
り
の
乏
し
さ

か
ら
く
る
の
か
も
知
れな
い
が
、

【学
習
会
」
のき
ひし
さ
は
賓
カ
イ

す
る
レ
ー
ル
の危
険
さ
を
い
ち
早
く

見
き
わ
める
力
に
な
っ
た
。
「笑
い
」

が
乏
し
い
だけ
の
理
田
で
つ
き
あ
い

を
た
めら
って
は
な
ら
な
い
と
思
う

の
だ
.

誓
殖
、
い
余
つて
隻

は
か
り
つ

・・…
茗
け
た
が
、
も
っ
と
案
鷹
に

な
って
、
川
角
普
及
員
と
田
辺
晶
川

た
ち農
氏
と
固
く
手
が
結
は
れ
る
現

実
を
、先
ず
よ
ろ
こ
は
ね
は
な
ら
な

い
。(広

島
県
中
領
畿
小
学
校
警
【)
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応
用
物
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【
機
械
工
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科
】

【電
気
工
掌
科
】

【
電
子
工
學
科
】

【化
學
機
械
学
科
】

【
工
業
化
学
科
】

【鉱
山
学
科
】
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科
】

【物
理
学
科
】

【宇
宙
物
理
学
科
】

【地
球
物
理
掌
科
】

【化
掌
科
】

【地
質
鉱
物
学
科
】

欝
触
響
恐
激

【
農
学
科
】

【
農
林
経
済
学

科
】

【
林
学
科
】

【農
芸
化
学
】

【
農
業
工
掌
科
】

【
農
林
生
物
学
科
】

【
水
産
學
科
】
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マ
ル
ク
ス
の
テ

ー
ゼ
が
壁
面
に

昨
私
ワイ
マ
ー
ル
に
おけ
る
シ
ラ
ー

生
誕二
.白
年
祭
に招
か
れて
ド
イ
ツ
濁

主
共
和
国
(東
独)
に渡
った
私
は
、

一カ
月
た
ら
ず
の精
在
中
に
この
国
の

農
村
や
工
場
、学
校
、研
究
所
、
図
曽

館
な
ど
の
施
設
を
見
せ
ても
ら
い
、
ま

た
芝
居
を見
た
り
、
作
家
に
会
つた

り
、
出
版
社
を
訪
ね
た
り
し
て多
忙
な

毎
日
渉ず
こ
し
た
。
そ
の印
象は
一
つ

一つ
が
溺
あ
た
り
し
く
、
あ
れ
も
これ

も
語
り
た
い
気
が
す
る
が、
そ
のな
か

か
ら
フ
ム
ボ
ル
ト
天
学
(旧
ベ
ルリ
ン

大
学
)
訪
問
を
取
り
あ
げ
て
、、
そ
の

印
銀記
を
欝
い
て
み
よ
う
と
思う
。

案
内
者
の
グ
ラ
ー
ツ
夫
人
とと
もに

ウ
ン
タ
i
。デ
ン
・リ
ン
デ
ン
に面
す

る
正
門
を
湿っ
て
、
正
面
の
建
物
に入

る
ζ、
そ
こ
は
広
い
ホ
ー
ル
に
な
っ
て

い
て
、
向
う
の
階
段
の
踊
り
場
に
、例

の
マル
ク
ス
の
「哲
学
者
た
ち
は
世界

を
た
だ
さ
ま
ざ
漢
に
解
釈
し
て
き
た
、

世
界
を
変
え
る
こ
と
が
大
切
で
め
ろう

に
」
と
い
う
テ
ー
ゼ
が
壁
面
か
ら浮
き

出
てい
る
。
そ
の
階
段
を
上
っ
て
二階

の総
畏
秘
強
峯
で
茶
内
そ
こ
つ
と
、秘

晋
の
ド
ク
タ
ー
。リ
ヒ
タ
ー
が
す
ぐ

あ
ら
わ
れ
て
、
隣
の
応
驚簡
に
通
さ
れ

た
,運
は
れ
た
コー
ヒ
を
す
すり
なが

ら
天学
の
組
絨
に
つ
いて
説
明
を
き

く
。修
業
年
限
は
四
年
(医
は
六
年
)

で
、教
整
部
に
あ
にる
も
の
は
む
ろ
ん

な
いが
、
学
部
の
構
成
は
だ
い
た
い
わ

が
国
と同
し
で、
工
学
部
が
な
い
か
わ

り
に
、神
学
都
と
甑
医
学
部
が
あ
る
だ

し
で
める
。

若

い
労

働

者

農

民

の
労

農

学

部

コ
コ

コ
コセ

一て"
か
ら
労
農
学
部
(〉
『げ
①二
〇『

ビ
碧
①ヨ
向
舞
三
訂
戸)
と
い

う
変
つ
之
も
のが
ある
。
こ
れ喚

工

場
や
大
衆
団
体
か
ら
、そ
の
向
学
心と

能
力
を
認
め
ら
れ
て推
薦
さ
れ
にも
い

労
働
看
ヤ
農
民
が
勉学
に専
怠
で
き
る

施
設
で
、
小
学
校
(八
学
年
)
を
了
冗

た
も
の
は
三
年
間
、
申
学
杖
(十
.ゲ

年
)
を
了
え
た
も
の
は
二
年闇
の課
程

を
修
了
写
る
と
、他
の
学
部
に移
って

専
門
の
学
問
へ
進
む
貞
格が
与
えら
れ

る
の
だ
と
い
う
。
だ
か
ら
名
は学
部
で

あ
って
も
、
程
展
は
高
校
の
そ
れ
に相

当
す
る
。
し
か
し
こ
れ
に
よ
っ
て肉
体

労
働
に
従
う
勤
労
者
(三
十
才
ま
で)

が
専
門
的
技
能
と
知
識
と
教
養
を身
に

つけ
る
道
が
開
か
れ
て
い
る
わ
け。

と
こ
ろ
ヤ
問
題
は
学
貞
で
あ
るが
、

労
働
者
と
農
民
の
子
弟
お
よ
ひ孤
児
に

は
月
額
一九
〇
マ
ル
ク
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
、
職
人

自
由
職
業
者
の
子
弟
に
は

一四
〇
マ
ル
ク
の
奨
学
金
が
国
から
支

給
さ
れ
る
。
こ
れ
は
返
済
し
な
く
と
も

よ
い
。
郭
貨
に
換
算
す
る
と
一九
Q
マ

ル
ク
は
約
一乃
六
千
円
に
な
る
が
、
物

価
が
や
や
高
い
よ
う
だ
か
ら
、
だ
い
疋

い
一万
二
、
三
干
円
に
あ
た
る
と
考
え

て
よ
か
ろ
う
。
授
業
料
は
徴
集
さ
れ
な

い。
学
生
の
九
〇
%
が
G
の
奨
学
金
を

受
け
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
頁格
は

「学
業
の
成
果
と
良
好
な
個
人
的
社
会

的
成育
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ

し親
の
総
収
入
が
月
額
一、
二
〇〇
マ

ルク
を
越
え
て
お
れ
は
、
与
え
ら
れ
な

い。〃
日

本

の
学

者

も

招

き

た

い
"

こん
な
詰
を
聞
い
た
り
質
問
し
に
り

して
いる
と
総
長
の
ド
ク
タ
i
。シ
ュ

ー
レ
ーダ
が
は
い
って
来
ら
れ
た
。
六

〇
才
も
だ
いぶ
越
え
た
と
見
え
る
小
柄

の
老
人
で
老人
ら
し
く
口
が
も
ぐ
も
ぐ

し
て
ド
イ
ツ
おが
聞
き
と
り
に
く
い
。

偉
い数
醜着
だと
のこ
と
だ
が
、
一向

に
か
ぶ
ら
ぬ
お
だや
か
な人
柄
な
の
で

こ
ち
ら
も
気
安.9話
せ
る
、日
本
の
大

塾
の
こ
レ」を
い
ろ
いろ
訊
く
。
日
本
の

学
生
に
は
英
語
に次
い
で
ド
イ
ツ
藷
を

学
ぶ
者
か
多
く
、京
大
では
八
〇
%
ま

で
が
ド
イ
ツ
語
を
やる
と
品し
苓
り、

そ
れ
は
素
敵
州～と
つ
礼し
そ
つに
笑
っ

た
、
吏
年
(
一几
ぺO
)
は
創
立
日五

十
年
祭
を
や
る
の
で、
貰

の
す
く
れ

た
学
者
を
客
と
し
て招
き
にい
。
あ
な

た
の
国
に
も
ユ
(
な科
学
者
が
い
る
と

い
つ
て
、
貝
体
的
に名
前
も
挙
げ
芯
つ

え
、
し
か
し
正
式
の
国
交
が
ま
だ
無
い

か
ら
果
し
て
日
本
の
政
府
が
渡
航
を
み

と
め
る
だ
ろ
う
か
と
問
う
の
で
、
事
柄

が
学
問
的
な
こ
と
だ
か
ら
そ
の
点
で
は

支
隙
あ
る
まい
。
間
題
は
費
用
の
点
に

あ
る
。
お
そ
ら
く
文
部
省
は
旅
費
を
出

さ
な
い
ので
は
な
い
か
、
し
か
し
と
も

か
く
招
待
状
は
せ
ひ
出
し
て
も
ら
い
た

い
と
答
え
て
お
い
た
、
こ
の
体
は
ぜ
ひ

実
現
し
にい
も
の
で
あ
る
。
明
沿
以
来

わ
が
国
の科
学
は
ヘル
リ
ン
穴
学
に
負

●●o`●

i吉田
毛__._

次郎

ズムの メッカは

 

ミカデ

や大衆の大学に変った

 

ア
今

う
と
こ
ろが
多
いし
、
・てし
て
巣
独・.」

の
文
化
交
流
は
も
っと
樋に
芯む
必
墨

が
のる
の
だか
ら
。

三

段
階

の
社

会

科

学

が
必

修

に

●
・●・
.
幽●
●9,■ら

絵
擾
と
の
会
見
が
拠

っ
て
、
次
に
祉

会
科
学
孜
童
の
図
毯
園
覚
塞
を
み
せ
て

も
ら

つ
.
ま
0
り
の
曹
渠
に
は
砕
沓
朔

℃
け
で
な
く
参
考
暫
や
文
献
も

量
晶
に

き

駐=7

睾

噂響一一鴨一「=
一覧

…

5

噂■「一一=言一

p血x▼
一▼

暫一一=【曽===
=ー●
幽苧

一二一牽一騨一ヒ=
李

層一己一昌
竃

▲▽
●●
i
.圃噌忌
「盟=

こ
の
原
瑞
は
、
先
々
週
号
に掲
鉱
さ
れ
に、
九
人
ω十
一月
祭
箆
偽
食
員会
一月
=心0、

声
明
に
、
高
橋
秀
昌
雷
が〃曾え
にも
の
で
め
る
。
(鵜
集
部
)

慣
備
幾
執
づ沸
に
あ
て
た
抗蛮

並
べ
ら
れて
い
る
。
十
数
人
の
学
生
が

勉
強
し
て
じ残

女
子
学
生
が
多
い
。

祉
会科
学
が
必
惨
課
目
と
き
いた
の

で
、案
内
のシ
ュ
ッツ
助
手
の
部
崖
へ

い
っ
て
、
いろ
い
ろ
箕
間
し
て
み
る
。

そ
れ
に
よ
ると
、
全
学
生
に
社
会
科
学

が
三
段
階
に
わた
つて
課
せ
ら
れ
る
。

第
一は
哲
学、
第
二
は経
済
学
、
第
三

は
科
学
的
社
会
主噸

そ
し
て
各
段
階

に
つ
い
て
は
試験
が
あ
る
。
な
る
ほ
ど

こ
れ
が
わ
れ
わ
れ
の教
養
課
目
に
相
当

す
る
の
だ
な
と
合
点し
た
。
こ
の
こ
と

は
あ
る
者
に
は
一穆
の思
想
続
制
と
受

け
と
ら
れ
よ
う
。が
、
社
会
主
鞍の
建

般
を
国
是
とず
る国
の教
育
方
針
と
し

て
は
、
ζ
れ
は
正
当な
のだ
う
つ。

シ
ニ
ッ
ツ
、嶺は背
丈
が
む
やみ
と
画

く

眼
の
ぎ
ょ
ろり
と
し
た臼
暫の
、

ど
こ
ひ
伸
巧
主
のよ
う
な
風
観の
持
主

だ
か
、
す
こ
ぶ
る愛
想
よ
く
何
で
も
箸

え
て
く
れ
る
の
で
、思
わ
ず
時
間
を
す

こ
し
把
。前
身
は
印
刷
工
で
あ
った

と
い
う
の
に
興
昧
をお
ぼえ
、
再
会
を

約
し
に
の
ち
秘
欝
箋
へと
って
か
え
す

と
、
す
で
に
ド
イ
ツ
又学
教
塞
のド
ク

タ
ー
・タ
ー
ル
ハ
イ
ムと
右い
カ
ウ
フ

▽、ン
教
環
ζ
が
侍
っ
てい
てく
れ
に。

一緒
に
職
員
食
堂
で昼
食
を
と
って

か
ら
、
別
棟
の
教
鐵
へ案
内
し
て
も
ら

う
。
途
中
の
ク
ラ
ラ
・
ツ
ェ
ト
干ン
街

に
面
し
て
へー
ゲ
ル
の
彫
像が
あ
っ

に
。
と
に
ん
17桝獄石
の
「三凶
郎
」
が

図
督
餌
の
本
の
な
沙
にみ
つけ
た
例
の

落
書
を
思
い
だす
。
「へー
ゲ
ル
の講

義
を
聞
か
ん
と
し
て四
方
よ
り
ベ
ルリ

ン
大
学
に
集
ま
れ
る
学生
は
・」
と
い

う
や
つ
だ
。
そ
し
て
、
ハ
イネ
も
そ
の

学
生
の
一人
だ
っ
た
の
だ
なと
思
,
.

復

興

か
遅

れ

て

い

る
学

校

設

備

教
室
の
め
る
と
こ
ろ
は
、
戦
争
で
羊

ぱ
販
壌
と
れ
た
ま
ま
の
気
の
毒
なよ
つ

な
建
物
だ
、
総
し
て
棄
独
に
は
方
々
に

廃
瑠
が
ま
だ
生
々
し
く
残
つ
て
い.O。

戦
後
十
五
年
にも
な
う
つと
い
う
の

に
、
こ
禍
は
経
療
力
の
低
さ
を
物
詣る

も
の
か
。
彼
ら
は
工
場
や
住
宅
の再
建

の
は
つが
先
だ
と
い
う
。
そ
れ
は
.て
つ

そ
座
折
さ
せ
、
解
体
さ
せ
て
米
にで
は

な
い
か
。
そ
の
原
因
、か
「総括
」
に
の

る
と
い
つ冨・を
い
っ
て
い
る
の
では
な

い
。
「総
括
」
と
い
う
こ
と
も
.ゆく
69

て
運
動
を
7
す
め
.0際
の
理
訥が
、
古

煎'的
公
式
論
を
ふ
り
ま
わ進
歩的
知
該

人
や
前
衛
部
分
の
俗
物
主
腕や
、
俗
物

啓
鞍
主
戦
、
そ
れ
ら
を鼠
お
う
と
も
ぜ

ず
に
忠
冥
に
従
つ
こ
と
ωで
き
た
左
凝

小
俗
物
κ
ち
は
、
い
つれ
も
戦
後
の
マ

ル
ク
ス
ー
レ
:
ニ
ン主
磯
学
習
の
痂
行

の
中
で
安
安
と
大
量
に生
産
さ
れ
に

い
わ
ぱ
不
良
品
であ
る
。
一か
と
の
弁

証
塗
を
こ
こ
ろ
冗
に
つも
り
に
な
り
、

毛
沢
一県
や
レ
ー
ニ
ン
の替
葉
そ
引
用
し

た
り
し
て
殺
し
文句
ζ
9る
が
、
そ
れ

が
一こ
う
に
現
実変
革
の
刀に
は
な
り

え
な
か
つ
た
と
い
う
こ
とを
めら
た
め

て
考
え
な
お
"9必
安が
あ。Q㌔函
仙つ。

+

剛月
祭
は
祭
か

さ
て
、
騒
を
「総
括
」
に
も
ど
し

て
、
私
は
「総
括
」が
い
かに
無
刀な

も
の
で
あ
る
か
と
い
.つ
こと
を、
賊
後

十
五
年
の
歴
史
の
厚
み
を
も
って
自
覚

し
、
そ
ζ
か
ら
有
効
な
「総
括
」
の
瞼

理
を
鮒
壷
し
て
み
た
い。
そ
のた
め
に

、
ま
ず
「十
一月
祭
」
と
いう
も
の
を

次
のよ
う
に
と
ら
んなお
す
必
肇

の

る

こ
懸

つ
の
で
あ
る
。

「
十

一
月
祭
」
が
、
恒
例
の
年
中
.何
恥

の

H
つ
と
し
て
、
万
蕊
と
.一」
」お
り
な

く
、
手
洛
ち
無
礼
の
な
い
よ
う
に
お
こ

な
わ

礼
る

コ
."つ
り
ご
・C
」
で
あ
る
と

い

つ
と
ら

,ん
方
は
や
め
に
し
な
け
れ
ぱ

還
ら
な
い
9
た
.
仙「告
実
と
、)
て
・て
の
牡

す
0屍
象に
対
し
て
の
総
括
転
「僅
癌

て
い
る
点
」
「劣
つ
て
い
る
屯な
ど
そ

明
碓
に
指
摘
」
で
・ζ
Oこ
と
ぐら
い
で

あ
つて
、
せ
い
ぜ
い
「試
行
鞘誤
を何

度
も
、＼
り
か
え
す
愚
を
犯
さ
ぬよ
つ

に
」
と
い
う
「故
訓
」を
学
ぶ
こ
こで

終
る
の
で
あ
る
。
い
わん
や
「活
動
の

魂
次
に
生
し
て
く
る
種
々
の
正
し
い

点
、
誤
つて
い
る
点
な
ど
を
、
京
大

の
、
京
都
の
、
日
本
の、
学
生
逮
動
の

文
化
遠
勤
等
に位
瞳
づけ
る
」
な
と
と

い
つ天
そ
れ
た
こ
とが
ど
つし
て
や
れ

だ
ろ
う
が
、
学
校
の
建
物
も
早く
復
興

し
て
は
し
い
も
の
だ
.

ド
イ
ツ
文
学
教塞
は
近
琶以
後
の文

学
研
究
だ
け
で
、ド
イ
ツ
譜掌
と
甲世

文
学
と
は
お
と
な
り
の
言
語学
教
箪
で

ゃ
ら
れ
て
い
る
。
四
、
五
の
部屋
に
部

門
な
い
じ
時
代
別
に
図
欝
や
貸料
が
き

っし
り
並
ん
で
い
る
。
し
か
し
七
れほ

ど
量
冨
で
完
全
な
鬼
集
と
は
思
冗
な
か

つた
.
ど
の
筆
に
も
机
が
あ
つ
て、
学

生
た
ち
が
勉
強
し
て
い
る
。
彼
ら
は廟

由
に
偏
付
の
図
艦
を
借
り
ら
れ
る
が、

室
外
への
持
出
し
は
ゆ
る
さ
れ
な
い。

カ
ウ
フ
》
ン
教
授
に
、
東
独
に
全般
的

な
文
学
更
が
感
い
と
い
う
の
は
ど
つ
い

う
わ
」ソ
ゆと
勧
ね
る
と
、
そ
れ
は
我
々

に
と
って
も
大
問
題
な
の
で
、今
は
そ

こ
へ達
す
る
ま
で
の
個
別
研
冤
の段
階

だ
と
い
う
答
え
で
あ
っ
た
.
ち
な
みに

タ
ー
ル
ハイ
ム
は
ド
イ
ツ
の
百
輿
時代

カ
ウ
フ
マ
ン
は
十
九
慮
紀
(こと
に
ハ

イ
ネ
)
を
担
出
し
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
別
篁
で
、
ト
ー
マ
ス
・マ

ン
研
究
者
の
講
師
デ
ィ
:
ル
ゼ
ン
女史

も
加
わ
って
、
暫
ら
く
鮎
し
て
か
ら暇

を
告
げ
た
。
も
つ
と
酷
し
合
い
た
か
つ

た
が
、
時
間
が
な
い
の
で
仕
方
が
な

い
。
あ
と
で
も
つ
一度
こ
の
教
室
を訪

ね
て
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
聰
講
で
毬
た
の

が
せ
め
て
も
の
慰
み
で
あ
る
.

戦

中
派

一
学

生

の
た

ど

っ
た

道

三
日
後
シ
ェッ
ツ
君
を
研
究室
に訪

ね
、
あ
な
た
の
経
歴
を
き
か
せ
て
ほ
し

い
。
社
会
主
義
国
に
お
け
る
人
間
発展

の
一実
例
と
し
て
た
い
へ
ん
興
味が
あ

る
か
ら
と
頼
む
と
、
彼
は
少
々
照
れな

が
ら
、
私
の
場
合
は
何
干
と
い
う
例
の

一つに
す
ざ
な
い
と
断
つ
た
の
ち
詳細

を
謡
つて
く
れ
た
。
そ
れ
を
箇
条
誉
き

に
する
と
次
の
よ
.つに
な
る
、

一九
二
九
年
生
、
父
は
染
色
工
。
四

三年
、
印
刷
工
徒
弟
と
な
る
。
四
五
年

ナ
チ
ス
動
労
奉
仕
隊
か
ら
兵
役
へ移
さ

れ
、
ヘル
リ
ン
防
衛
に
従
つ。
敗
戦
、

ソ
軍
捕
虜
と
な
る
。
十
一月
、
う
イプ

チ
ヒで
再
ひ
印
刷
工
徒
弟
、
四
六
年
、

貞
格
試
験
に
パ
ス
し
て
一人
前
の
印
刷

公
式
論
で
は
だ
め

誤
解
の
な
い
よ
う
に
こ
と
b
って
お

く
が
、
私
は
、
京
大
新
聞
の
一月
十
一

日
号
に
発衰
さ
れ
た
「11
月
祭
の
反

省
員
の
論
老
に
対
し
て
、わ
ざ
りざ
反

難
爵
こう
と
し
て
い
る
の
で
は
這

い
。
泣
い
一価ら
だ
れ
かが
反
応
し
て
く

れ
る
と
思
い
こ
む
の
は幼
稚
園
ま
で
の

こ
と
だ
、
世
の
中
に
は
、反
購
に
価
し

な
い
愚
諭
も
あ
る
も
の
と、
よ
く
よ
～

心
に
明
魂
し
て
お
く
が
いい
。
あ
の
諭

者
が
、
人
に
目
を
開
か
せ反
絢
を
巷
起

す
ほ
ど
の
「独
断
」
的
思想
の持
主
で

あ
つ
た
な
ら
、
11
月
祭
だけ
で
な
く
京

大
全
体
の
ふ
ん
囲
気
は
変
って
い
た
だ

う
つし
、
私
な
ん
か
が
今
さら
出
る
秤

で
も
な
か
つ
た
に
ち
が
いな
い
。

「総
括
」
と
は
何
か
と
い
り
「憲

括
」
の
公
式
セ
得
意
に
な
って
述
べて

も
ら
つ
て
も
、
そ
れ
は
総
括
そ
丁ず
め

る
刀
と
は
な
っ
て
こ
な
い
で
は
な
い

か
。
私
は
む
レ
O
「総
括
」
と
いう
も

の
が
、
本
当
に
そ
ん
な
形
で
や
れる
も

の
か
ど
つか
、
ま
た
従
来
の
「舞

」

が
「将
来
に
大
き
な
自
信
と
発展
∴」も

た
ら
ず
も
の
で
あ
る
」
か
どう
が
と
い

訊,こ
と
に
穴
い
に
疑
問
を
も
っ
て
い

る
。戦

後
踊
葬
問
の
穴
殺
趨
動
、ε
向
運

動
の
申
で
、
な
ん
と
多
く
の
工貞
ル.∵

1
が
、
あ
の
「総繕
h
と
い
う
名
のも

と
に
炭
費
さ
れ
て
釆
に
こ
と
で
め
ろ
つ

か
。
そ
れ
は
藁

の
自
信
や
発展
そ
も

忙
ら
す
ど
こ
ろ
か
、
今
の
今
ま
で
燭動

格
の
あ
る
こ
と
・

い
と
慰
一つ
、ひ
、
}し 　
っ 認
い め
つ 秘
側 も
圓 力)
に ま
ノいrオ⊃1　
'L6馳'φ

,
β
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と
し
て
成
立
ご
曽
りょ
つ
な
思
怒
の
再

期
、そ
して
そ
の
も
つ少
し
前
か
ら
、

生
蔭
の
過
獲
と
し
て
と
b
え
な
け
癌
は
日
本
の反
体制
の
運
動
は
、
そ
の
組
織

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

論
に
おけ
る
よ
り
も組
織
感
覚
の
点
で

そ
し
て
、
}てう
い
う
側
面
に
対
応
写
は
しめ
か
ら
再
検
討
し
な
け
れ
は
な
ら

る
現
象
は
、
表
面
に
あ
ら
わ
れ
て
は
っ
な
い
破
碇
が
は
』
、ち
て
い
た
。

き
り
し
に
形
ぞ
を
⊂ず
、
そ
の
う
ら
側

組
織
感
見が
大
衆
こ
の
関
係
に
お
い

に
のっ
て
た
え
ず
羅
動
し
、
人
に何
ら

て
生
込生
さと
し
て
い
な
い
の
は
、日

か
の
刺
激
を
め
た
え
よ
つ
と
する
も
の
本
の
革
命
思
想
が
(芸
爾
を
も
ふ
く
め

で
あ
る
。
こ
の
側
面
に
お
け
る
総拓
は
て
)
エ
ロス
を
さ
け
て
組
っ
て
来
たか

も
ち
こ
ま
れ
て
物
や
思
想
が
ど
んな
反
ら
で
め
り。
日
本
の
反
体
制
運
動
、革

応
を
も
っ
て
そ
こ
で
越
動
を
は
じめ
沌
命
運
動
を
ての
根
源
ゆ
ら
検
討
し
てみ

の
か
、
ま
疋
創
遣
着
に
と
のよ
・つ
な精

る
と
き
、
ど
つし
て
も
私
自
身が
さ
け

神
的
再
生
佳
の
力
を
洛
して
い
った
か

て
と
お
る
こ
.」は
で
き
な
か
っ
た
。そ

と
い
う
点
の
考
祭
で
あり
、
次
にそ
の
し
て
、
エ
ロ
7イ
シ
ズ
ム
の
追
求
は
口

人
が
側
を
ワ
る
か
と
い
う
点も
紳～め

本
の
哲
学
の
ア
キ
レ
ス
ケ
ン
で
あ
り
、

'　 1

総

高

括
は

呂

反
省
で

十

一
月
祭
は
思
想

る
と
い
う
の
か
。そ
恥は
も
ツと
も
つ

と
別
の
範
防
の
こ
と
であ
る
.
「運
動

の
申
に
位
像
づ
け
る
」と
い
歌
イ
メ

ー
ジ
を
伴
わ
な
い粛
のう
く
よ
う
な
い

い
方
は
も
つこ
れ
から
は
や
め
に
し
一い

う
で
は
な
い
か
。

【11
月
崇
」
の
性格
の璽
要
な
側
園

は
、
思
想
乏
生
産ず
る
場
と
いう
こ
・.」

で
あ
る
。
私
た
ち
の
さま
さ
まな
経
験

の
中
か
ら
、
あ
る
「物」
を
え
りび
、

あ
る
「思
想
」
を
え
らん
で
持
ち
ム
U

と
い
つW
験
の
論
理
化
の集
約
さ
れ
に

ら
の
が
「11
月
祭
」
と
いう
状
況
で
め

り
、
持
ち
込
む
・.」いう
仕
欝
の
創
造
鑑

と
思
想
糾・が
「11
月
祭
」な
「思
想
」

て
考
た
な
け
晶
ひ
.心ら
臥
く鉱
り
ωで

あ
る
。エ

ロ
ス
の
追
求
を

昨
年
の
11
月
祭
を思
想性
斐
嵐
で

考
え
て
み
る
な
ら
は
、そ
の原
翫と
い

う
べ
き
も
の
は
、亀一昨
年
の11月
祭
、

し
か
も
そ
の
全
体
では
なく
、
そ
ω中

の
一つ
の
企
凶
目則
ち記
録映
画を
見

る
会
の
企
幽
し
之
工
ロテ
ィシ
ズ
ム
の

追
求
と
、
ル
イ
ス
・
プ
ニ
ユ
エ
ル
の

「芯
肪
ら
れよ
尺
々
一の
上
映
ぜ
あ

る
。
一瞳
年
の
株
ω日
だ、の政
沿
沢
勢

∴
.客
.んれ
し
、ち
仏つご
縛職
去
闘
領

の
時
期
で
あ
つ
に。
そ
の
剛
の劇
ざ
、

一、虞
闘争
媒
こ
ω
困
鄭
心
闘
い
の
附

工
と
な
る
。
夜
学
に
通
う
。
四
七
年、

親
方
や
先
輩
か
ら
大
学
予
備
部
(労
曝

学
部
の
前
身
)
へ
の
推
薦
を
受
け
、入

部
試
験
に
合
格
。
四
九
年
、卒
策
。
試

験
に
合
格
。
ラ
イ
プ
チ
ヒ
大
学
社
会
科

学
部
へ
入
学
。
五
二
庫
、
国
象
試験

至く学
の
卒
業
試
験
に
あ
℃
る
)
に
合

格
。
八
月
隅
フ
ム
ボ
ル
ト
入学
社
会科

学
教
室
の
助
手
と
な
る
,
五
四
年
、上

級
助
亭
戸O
σo『N
ωω幽舞
①コけ)
。

現
往
は
哲
学
部
で
科
学
的
社
会
主
義
に

関
す
る
欝
義
も
担
当
し
、
か
た
わ
ら
博

士
号
取
褥
の
た
め
の
勉
強
を
し
て
い

る
。
専
攻
は
帝
国
主
義
と
フ
ァ
シ
ズ
ム

の
問
題
、
な
ら
ひ
に
労
働
運
動
史
で
あ

る
。学

問

の
大
衆

化

の
現

実

に
驚

く

我
々
の
国
で
は
労
働
者
の
子
弟
は
、

た
と
え
向
学
心
に
燃
え
て
い
て
も
、大

学
まで
学
ぶ
こ
と
は
一般
的
に
は
な
か

な
か
む
つか
し
い
。
東
独
で
は
こ
れ
は

大
量
的現
象
の
よ
う
で
あ
る
。
カ
ウ
フ

マ
ン教
硬
も
労
働
老
出
身
だ
と
は
あ
と

で知
っ帰%
ま
た
グ
ラ
ー
ツ
夫
人
の
亡

夫
は機
械
工
だ
が
、
息
子
は
大
学
そ
出

て今
は
弁
護
士
と
し
て
活
勤
し
て
い

る。
農
村
を
肋
ね
た
と
き
、
そ
こ
に
笑

習
に来
て
い
た
農
林
学
部
の
学
生
は
大

部
分
が
労
農
の
チ
弟
で
あ
っ
た
。
こ
う

いう
事
実
を
み
て
い
る
こ
き
、
文
化
が

知
識
人
の
あ
い
だ
の
占
有
物
と
な
っ
て

大
衆
は
てれ
に
与
ら
ず
、
ま
た
文
化
が

高
級
と
低
俗
と
に
画
然
と
割
れ
て
い
る

と
い一つよ
つな
分
裂
は
、
新
し
い
社
会

制
民
の発
展
に
つれ
次
弟
に
無
く
な
っ

て
ゆく
ので
は
ない
か
と
思
わ
れ
て
き

に
。
シ
ェ
ッツ
君
の
や
う
な
場
合
を
珍

ら
しが
って
い
る
私
を
、
逆
に
シ
ニ
ッ

ツ嵩
は当
り
前
の
こ
と
を
珍
ら
し
が
っ

てい
る珍
ら
し
い
奴
だ
と
思
っ
に
か
も

しれ
な
い
。

(京天
教
懸蔀
教
伐
・ド
イ
ツ
語
)
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問
題
練
習
が
有
効

知
識
の
つ
め
こ
み
は
ダ
メ

社
会

あ
と
一カ
月
し

国か
な
い
わ
け
だ
が
、理
科

と
共
に
こ
れ
は
最
も追
い

込
み
の
き
く
科
目
であ

る
。
と
い
つ
て
も
が
む
し

ゃ
ら
に
知
識
を
つ
め
込
ん
で
知
識
も
そ

れ
が
玖
序
あ
る
形
で
入
っ
て
い
な
け
れ

は
、
問
題
に
直
面
し
π
と
き
に
活
用さ

れ
な
い
こ
と
に
な
る
し
、
入
試問
題が

単
な
る
知
識
を
問
う
だ
け
に
終
る
はす

も
な
い
。
た
と
え
は
歴
史
な
ど
に
おい

て
一つの
事
鉾
を
考
え
る
に
し
て
もそ

の事
体
の
内
容
や
背
景
を
研
究
す
る
だ

け
で
はな
く
、
歴
史
の
流
れ
に
お
け
る

そ
の位
置
、
当
時
の
他
の
事
件
と
の関

係
な
と
も
考
慮
に
入
れ
た
ダ
イ
ナ
、こ、ッ

ク
な
とら
え
方
を
す
る
の
が
必
要
で
は

な
いだ
ろう
か
。
こ
う
い
う
勉
強
で
は

多
く
の分
野
に
手
を
ひ
ろ
け
る
こ
と
は

で
き
な
h
か
も
知
れ
な
い
が
か
え
っ
て

案
外
多
く
の
知
戯
が
生
き
た
形
で
入
っ

て
く
る
よ
う
に
思
え
る
。

現
科
が
むし
や
ら
に
知
識
を
つ
め

ζん
でも
駄
目
で
あ
る
と
い
う
点
で
は

社
会科
以
上
で
あ
る
。
知
臓
や
法
則
は

一見そ
れ
は
理
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

見
えて
も
、
問
題
練
習
を
何
回
も
竃
ね

て
い
な
け
れ
は
、
ほ
と
ん
ど
何
の
力
に

もな
ら
な
い
。
理
科
に
お
け
る
知
識
の

整理
を
する
に
は
か
っ
こ
う
の
問
題
集

が
数
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
。
理
科
の

知
識
に
は
一
つの
根
本
的
な
法
則
か
ら

派
生
し
て
い
る
もの
が
多
い
。
そ
う
い

う
意
味
で
も
理
解
を
申
心
に
し
た
知
識

の
整
理
を
す
る
こ
と
は
効
果
的
だ
と思

う
。図

語

京
大
の
国
讃
入
試
問
題
は
一

口
に脅
って
考
え
る
問
題
が
多
い
。
国

語
にお
け
る
勝
敗
は
、
試
験
場
で
の

「思
考
」
に
か
か
っ
て
い
る
。
と
い
っ

ても
あ
と
一カ
月
無
為
に
過
し
て
も
い

いと
い
う
の
で
は
な
い
。
思
考
能
刀
を

十
分
にみ
が
い
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い。
こ
の
た
め
に
は
、
時
聞
も
限
ら

れて
いる
現
在
で
は
や
は
り
問
題
を
や

・る
以
外
には
な
い
の
で
は
な
い
か
.

瀟
刊
紹
怨,■,■●願1

◇
日
本
の
独
占
資
本
(椙
原茂
郷
〉

●
●o●卿●&

篤
二
次
大
戦
後
のア
メリ
カ占
領
軍
に

よ
る
用
閥
解
体
か
ら
、昭
和
三四
年
経

済
白
書
に
し
め
さ
れ
たよ
う
に
、
「も

は
や
戦
後
で
な
い
」日
本
経
済
に
お
け

る
独
占
資
本
の
機
能と
、
そ
の構
造
の

統
計
的
研
究
で
ある
。
執
筆
者
は
木
材

禅
八
郎
な
ど
十数
人
で、
昭
和
三
十
三

年
八
月
二
日
か
ら
三十
四
年
二月
十
四

日
ま
で
、毎
日
新職
の
週
刊
誌
「エ
コ

ノ
ミ
ス
ト」
に連
載
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。

戦
後
独占
機
樽
の
特
徴
と
し
て
、
戟
前

よ
う
に
財
閥本
祉
と
い
う
も
の
は
存
在

し
て
お
らず
、そ
れ
に
代
わ
る
も
の
と

し
て
金
融
機関
が
、
各
コン
ツ
エ
ル
ン

の
中
心
に
な
2
」い
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
、
し
か
し独
占
機
構
と
銀
行
と
の
関

係
は
い
わ
ゆる
金
融
支
配
的
も
の
で
は

な
く
、戦
後
の貨
幣
資
本
の
不
足
に
帰

せ
ら
れ
る。
し
か
ら
は
独
占
を
こ
こ
ま

で
推
進
せ
しめ
た
要
因
は
何
か
、
こ
こ

で
技
術
革新
の
役
割
が
大
き
く
評
価
さ

れ
て
い
る。
大
設
備
、
大
資
本
を
要
す

る
技
術導
入
を
遣
成
す
る
た
め
に
、
大

企
繁間
の有
機
的
な
緒
合
が
い
わ
ゆ
る

総
合
経
営化
と
と
も
に
、
戦
前
の
金
融

支
配
によ
る
非
有
機
的
結
合
に
か
わ
っ

た
。
だが
そ
の
機
能
の
面
で
例
え
は
「

独
占
は技
術
進
歩
を
は
は
む
」
と
い
う

命
題
と技
術
進
歩
が
大
企
業
化
そ
推
し

進
めて
い
る
現
状
と
の
関
係
は
、
ど
つ

で
ある
か
な
ど
が
ま
だ
問
題
と
し
て
残

る
。も
ち
ろ
ん
国
家
独
占
資
本
主
義
に

つ
いて
の理
論
が
い
ま
だ
に
暗
申
も
さ

く
の状
態
で
あ
り
、
現
代
資
本
主
義
の

再
検討
が
経
済
学
の
躁
題
と
な
っ
て
い

る
いま
、
盤
露
な
統
計
資
料
の
つ
み
か

さ
ね
によ
る
研
究
は
そ
れ
だ
け
で
も
十

分
な意
昧
を
も
っ
て
い
る
。
(A
5
判

・
三
二
一一輿
・四
五
〇
円
・法
政
大
学

出版
局
刊
)
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)
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そ
し
て
、
私
に
と
って
「戦
艦
ポ
チ

コ
ム
キ
ン」
の
上
映
運
動
は
、
こ
の
思

想
の発
展
し
にも
の
で
あ
っ
た
。
私
が

咋
年
の四
月
まで
「戦
艦
ポ
チ
g
ム
+

ン」
の
全
国
自
主
上映
の
た
め
に
動

き
、
五
月
の
西
部
講
堂
で
の
大
動
員
を

つく
り
上
げ
た
の
も
「忘
れ
ら
れ
た人

々
」
への
執
着
以
外
に
そ
の
エ
ネ
ル、で

ー
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

内
部
的
な
危
機
状
況

こ
のよ
つ
な私
の
体
験
に
も
とず
く

思
想
状
況
は
、
昨
年
の
「同
学
会
再
建

記
念
祭
」
に
禦
約
さ
れ
て
い
る
。

あ
の時
点
で
の
筆
保
闘
争
は
、
警
職

法
そ
は
る
か
に
下
ま
わ
っ
た
形
で
の大

撫
烈

現
穿
り薗
黒で
も
のっ
た
。
こ
つい
っ

た
問
題
に
、
私
た
ろ
か
と
のよ
う
に
対

畿
丁
.0ρ
.」い
つ
G
と
決
と
り
も
79

わ
さ
ず
日
本
の
将
粟
が
革
命
に
進
む

か
、
フ
ァ
ソ
ズ
ム
に進
む
か
の分
欧
点

な
の
ヤ
あ
り。日
添が
隼命
の道
を
y

7
び
に
め
に
は、
そ
の力
が
ど
こ
に
あ

り
、
そ
孔
が
払
た
ちと
と
のよ
う
な
外

的
、
及
e
囚
的
し
結
e
つ
冒を
も
って

い
.Q
も
の
瀞
と
い
う
問
題
¢、
私
は

「」
孔
ら
孔
4
人
々
】に
求
め
た
.
そ

こ
に
外
轟
の
塊
実
」、内
都
の坦
実
の

続
コ
.」れ
に
剤
印
ω力
と、
革
命の
兀

お
の
ト
,て
・メ
ン
ト
精
神
と
万法
に
つ

い
て
の
思
想
セ
q
に
ω
で
あ
る。

衆
淫
期に
し
ひな
つ
て
い
な
か
つ
セ
。

ミ
ソ
テ
ー
ブ
ー
ム
に
代
表さ
れる
天
下

亨
平
の
ム
ー
ド
と
裏
に、
内
部
的
臥危

機
の
状
況
は
、
ま
y
ます
私
を
分
裂
さ

せ
、
畔
外
さ
ψ
る
も
ので
あ
った
。
こ

う
い
う
礼
会
の
状況
に対
す
る
纏
索
と

責
任
を
、
私
は
「天下
泰
平
と
危
磯
ぐ

め
ぐ
っ
て
」吉
本
陵明
、
武
沖
昭
夫
な

中
心
と
して
討
論
会
に
衷
現
し
に
。

こ
の
時
の
サ
:
ソ
ル
・シ
ン
パ
ソウ
ハ

は
「全
国
学
生
サ
ー
ク
ル研
究
集
会
」

べ
の
イ
メ
ー
ソて
つ
く
」
。
詑
却
爽

大
」
月
祭
ω
記
録
映
凶
の
映
享
し
、

「11
月
祭
記
鋭
映
画
型
ノ,「
へ
つと
か

り
、
ア
ラ
ン
レ
ス
了・の
「"
ル
ニカ
』

の
危
機
は
「ヒ
、ロ
ソ
マ
・わ
か
葱
」

の愛
と戦
争
体
験
の
結
節
点
と
し
て
の

戦
後
の蘇
蔽
の
方
泓
諭
へ
と
つ
み
か
つ

て
い
た
.

そ
し
て
、
六
月
に
追
求
し
に
主
題
は

そ
孔が
戦
後
15
年
を
経
た
日
本
に
私
兀

ち
が
生
き
て
い
く
上
で
の
思想
を
求
め

て
発
展
し
た
。
私
に
ち
の
世
代
が
、戦

争
の体
験
そ
も
た
ず
、
講
和
と
実
保
の

紡
結
に
対
し
て
「開
口
」
で
き
な
か
っ

た
世
代と
U
て
私
た
ち
が
安
保
改
定
に

反
刈す
る
と
き
、
戦
後
獅
年
の
日
本
の

歴
史
の
み
な
ら
ず
戦
削
15
年
の
戦
争
僧

ふ
く
めた
現
代
訓
年
の
歴
史
の
厚
け
と

重
嚇を
ての
背
後
に
轡
し
な
い
わ
け
に

は
い
ゆ
ない
。

日
本
の現
代
史
を
ど
つと
ら
峯
、い

く
か
とい
う
ζ
と
炉ら
し
い
、
こ
れ
か

ら
生
き
て
い
く
上
で
の
思
想
を
求
め
る

こ
とが
で
'こな
い
よ
う
に
思
つ
。

そ
のよ
う
な日
本
の
状
況
の
中
で
、

汽
た
ち戦
後
の
世
代
は
、
思
想
が
現
実

に
鳳
勾地
黒と
、
現
実
が
思
想
に
な
る

地
点
の共
有
点
上
に
わ
か
れ
て
おり
、

私
逗ち
の
発
「ぎ
G
ぐ目
本
の
将
来
を
き

め
て
い
く
璽
裏
な
要
素
と
な
り得
べ
き

位
置
に
あ
る
と
考
え
る
。
甲丁つ
いう
私

た
ち
の
お
が
れ
て
い
.り状
況
、」恵織
に

強
く
ス
ポ
ッ
ト
,猛
ωて
て
、
現
代
へ
の

ア
プ
ロ:
チ
を
試
み
.いっ
と
い
う
のが

昨
年
の
11
月
祭
の
提
案
で
あ
っ
た。

戦
後
㌍代
の
賦
後
派
意
識
の
解
閏が

"これ
}.」あ
勾。

道
義
的
責
任
と
は

私
の思
想
発
展
の
過
哩
砿、
祉
急
に

?
こる
く
ら
い
に
こど
っ
て
み
に
が
、

㌻
ゐ
赦
は
思
想
の
父
流
の
過
剰
に
つ
い

て
ω
へら
、な
い
の
が
そ
し
て
ま
た
思

想
の呂
れ
ノき
ら
て
朗
確
に
し
え
な
い

の
.ひ残
念
㌦きのる
が
、
し
#
の
11
月
祭

は
、
ζ
の流
れ
を
は
つ
れ
て
規
定
す
.り

こ
と
は
でき
78い
で
あ
ろ
っ。

こ
の
こと
は
、
昨
年
の
11
月
祭
が
私

の
個人
的
な
好
み
に
よ
っ
た
も
の
だ
と

い
う批
判
への
答
え
と
し
て
考
え
て
も

ら
いた
い
。
学
生
一般
の
関
心
と
か
間

題
とい
った
も
の
が
、
必
ず
人
間
の
内

部
を
一度
通
過
し
た
も
の
で
な
い
と
、

思
想
とし
て
生
産
さ
れ
て
い
か
な
い
の

であ
る
。

そ
くで
、
同
学
会
の
一つ
の
仕
那
と

し
て、
こ
の
流
れ
の
発
展
の
方
向
を
さ

ぐ
る
ζと
と
、
11
月
祭
に
お
け
る
別
の

流
れに
つい
て
の
発
見
と
、
新
し
い
芽

の
楽
見を
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と

に
な
る。
そ
し
て
そ
の
発
見
は
、
次
の

11
月祭
のた
め
の
も
の
で
は
な
飛

11

月
祭ま
で
の
運
動
に
お
け
る
思
想
出塵

のた
め
の
も
の
で
あ
る
。

私
は
筑
月
祭
の
総
括
と
呼
べ
る
も
の

が
あ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
同
学
会
の

これ
か
ら
の
活
動
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
そ検

討
する
ζ
と
に
よ
2
」は
じ
め
て
可能

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
し

て
、
魑
月
祭
準
備
委
員
全
員
が
、
全
学

生
に
融
括
の
買
任
を
負
っ
て
い
ると
い

う
の
な
ら
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の提
出

と
検
酎
と
実
行
の
仕
事
に
参
加
し
て
い

か
感け
れ
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う。
あ
の

闘巻
の
い
う
道
義
的
な
責
任
な
どど
ん

な
大
衆
だ
っ
て
慧
ん
で
い
な
い
の
だ。

あ
の論
者
の
い
う
「総
括
」
と
「覆

」

の
論理
は
、
私
は
間
違
い
だ
と
考
え

る
。寅
任
・.」は
、
そ
の
人
が
り
前
より

一層創
、疽的
V場
を
と
っ
て
い
る
か
ど

ろ
か
によ
って
は
か
ら
れ
る
も
の
な
の

で
める
。
(経
済
学
部
四
回
主

同
学

会
文
化部
中
執
・昨
年
の
十
一月
祭
企

画
を旭
当
し
鵜V

関蓮全分野に及び,7万 項目を網羅収録した室前の一大宝典

化学大辞典

〔各艦コA5判・上製・6号活宇横組
21字x56行×2段組・平均110G頁
特抄上質紙使用・豪華特装本函人
上製3,500円噸製4,000円(革製)

予約 特価 上製3,000円
ρ 特製3,500円

全 巻 前払 上 製24,000円
〃 特 製28 ,000円

予 約朗 限6月 末 日
(第2巻発行直後)

期隈後は毎巻払、全巻前払とも
予約申込みを締切ります。ご予約
の方は至急最寄督店又は直接小柱
までお申込下さい.申込金不要・1

第1巻 ・3月 刊
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一
市
民

の
味
っ
た
法
治

国
家
日
本
の
裏
面

国
民
誰
も
が
そ
れ
を
知

る
権
利
が
あ
る

本
書
は
、
私
が
口
本
電
建
被
害
者
同
盟
の
委
員
長
と
し

て
、
月
彿
い
仕
宅
の
口
み
悩
建
珠
式
会
社
と
闘
っ
た
い
つ

わ
り
の
な
い
闘
翁
記
鉱
て
す
。

ム

が

こ

の

を

門

名

し

セニ

cノ

しd.
、

丈
化
国
三家、

民
王
的

 

法
治
国
匁
を
呼
称
す
る
わ
が
国
に
お
い
て
、
幾
百
千
万
の

菩
艮
な
冨
艮
を
あ
ご
む
、ご
、
人
権
を
無
視
し
、
人
遭
を
躁

鋼
し
、

そ
の
上
に
立
っ
て
h
憾
の
冨
を
築
き
.
し
か
も
そ

れ
が
合
抵
的
で
あ
.0
と
い
」
名
の
下
に
法
律
の
保
護
さ
え

受
け
て
い
る
塀
実
ご
い、〔撹
す
'る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か

L
で
す
。

`

,

.

(本
書
序
よ
り
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°と一 月

 

あ

り

る

は

た

や

あ

この期に及んでは、

過去の入試問題に

とが必要です。

 

こ

京大生が一度は手にとった本

過去三力年の入試問題と京大教

官の責任解答付

京 大 を 受 け る人 の た め に
一 一一一35年 度 版 一 一

振替または現金同封で 本社まで

定価180円(送 料24円)

京大構内京都市左京区吉田

振替京都
3909京都大学新聞社
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の目「31人

月
賦
佳
宅

の
か
ら
く
り

資
本
主
義
社
会
の
幽
断
面

麟蕪

た
な
人も
いる
だ
る
つ。
咋
年
度
の
芸

術
祭で
文
部
大
臣
賞
を
貰
っ
た
岡
本
憂

彦
の
テレ
ビ
劇
「い
ろ
は
に
ほ
へ
と
」

は
金
の誘
惑
に
負
け
な
い
で
最
後
ま
で

闘
っ
た
一刑
事
の
窃
語
り
を
と
お
し
て

こ
の
亭件
を
生
々
と
え
が
い
た
も
の

と
こ
ろで
こ
の
晒
は
な
お
終
っ
て
は

い
な
い
ので
あ
る
。
そ
れ
は
月
賦
住
宅

会
社
のか
ら
く
り
で
あ
る
。
政
府
の無

能
な住
宅
政
策
の
も
と
に
住
宅
難
に苦

悩
する
庶
民
た
ち
は
、
自
分
の
住
宅
へ

の
はげ
し
い
喝
詔
を
も
つ
て
い
る
。
こ

こ
に
月賦
住
宅
会
社
の
つ
け
こ
む
隙
が

あ
る。
本
謄
は
、
目
本
最
大
の
月
賦
住

宅
会
徴
日本
電
連
の
、
あ
く
ら
つ
な勧

誘
に
の
って
加
入
し
、
金
を
ま
き
あ
げ

ら
れ
た被
害
者
た
ち
が
、
被
害
者
の
一

人
であ
る
薯
者
の
摺
導
の
も
と
に
、
目

本
鵠
建
被
害署
同
盟
を
緒
成
し
、
電
建

と
闘
い、
掛
金
の
全
類
返
還
を
か
ち
と

っ
た
闘
い
の記
録
で
あ
る
。

月
払
いで
家
が
自
分
のも
の
に
な

る
。
し
か
も
三分
の
一そ
払
込
め
ぱ
た

だ
ち
に
家
が
建
つ
と
い
う
電
建
の
キ

ャ
ッ
チ
・フ
レー
ズ
は
、
新
聞
匿
ラ
ジ

オ
に
テ
レ
ビ
に街
街
頭
に
、
そ
の
徹
底

し
た
宜
伝
と
柑
ま
って
、
寂
に
う
え
た

庶
員
に
は
大
き
な
魅力
だ
」
こ
れ
な
ら

岸

節約
す
れは
自
分
に
も
家
が
で
き
る
、

と
考
え
るの
は
人
情
で
あ
る
。
勧
勝
員

は
土
地
も世
話
し
さ
つ、
股
翫
料
も
い

ら
な
い、
住
宅
金
磁
公
庫
に
も
世
詰
を

す
る
と
約
束し
、
解
約
の
条
件
を
心
配

す
る
加ス
者
に、
わ
ず
か
の
手
数
料
で

す
ぐ
に返
金
す
る
と
約
束
す
る
こ
と
も

忘
れ
な
い。
だ
が
こ
れ
は
大
体
皆
う
そ

な
の
であ
る。
解
約
に
い
た
っ
て
は
、

契
約
高
の実
に四
分
五
厘
も
の
高
い
手

本

英

太

郎

数
料
を
とり
、
し
か
も
契
約
期
間
が
痢

了
し
なけ
れ
は
返
金
し
な
い
、
も
ち
ろ

ん利
子
は
一銭
も
つか
な
い
。
こ
れ
は

契
約
書
の褻
に
患
め
が
ね
で
見
れ
は
よ

めぬ
よ
う
な
小
さ
な
字
の
約
畝
に
書
か

れ
て
い
る
ので
あ
る
が
、
勧
誘
員
は
こ

れ
に
つ
いて
は
決
し
て
ふ
れ
な
い
の
で

あ
る。著

書
はそ
の
闘
い
を
、
そ
の
闘
い
で

遭
遇
し
た様
々
の
で
き
ご
と
を
、
静
か

に
だ
が
い
か
り
を
こ
め
て淡
々
と瞬
っ

て
い
る
。
保
全
経
済
会
に
も劣
ら
ぬ
月

賦
忙
宅
会
社
の
お
そ
る
べ
き実
態
を
、

そ
し
て
そ
の
被
轡
者
た
ち
の柵
利
を
胸

の
い
た
くな
る
ほ
ど
蘇
え
かけ
て
い

る
。
こ
の
重
大
な
社
会
問
題
に、
箔者

た
ち
の
し
つ
よ
う
な
働
き
か
け
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
警
祭
が
、
マ
ス
・コ
ミ

が
、
世
臆
が
い
か
に
冷
淡
で
あ
っ
た

か
、
会
社
が
い
か
に
妨
害
し
、
い
か
に

著
者
を
金
で
誘
愚
し
よ
う
と
し
た
か
、

貞
本
主
璃
社
会
の
ド
ス
黒
い
深
淵
の
一

部
を
ま
ざ
ま
ざ
と
わ
れ
わ
れ
に
見
せ
て

く
れ
る
。

薯
者
の
努
力
に
よ
っ
で
、
被
審
者
同

盟
の加
入
者
三
七
五
名
は
そ
の
掛
金
の

返還
を
う
け
た
。
だ
が
著
者
が
最
も
強

く望
ん
だ
「約
款
を
改
め
て
市
民
に
迷

惑
を
か
けな
い
こ
と
」
と
い
う
要
求
は

斥
け
られ
、
同
盟
は
魅
金
そ
条
件
に
解

散
さ
せ
られ
た
。
問
題
の
本
質
は
少
し

も
解
決さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
日

に
多
く
の被
害
者
が
生
れ
つ
つ
あ
る
。

簿
者
もそ
の
一人
で
苦
い
経
験
を
も
ち

い
ま
だ
に返
金
を
う
け
て
は
い
な
い
。

第
二、
第
三
の
吉
岡
氏
や
死
の
抗
議
者

が
現
れね
は
解
決
し
な
い
の
で
あ
ろ
つ

か
。
そ
れほ
ど
日
本
の
検
察
や
マ
ス
コ

ミ
は
腐敗
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

闘
い
の
貴
驚な
記
録
で
あ
る
本
薪
は
、

そ
の
本質
的解
決
を
、
社
会
に
強
く
訴

え
か
け
てい
る
の
で
あ
る
。
(八
雲
書

店
刊
・B
六
判
・二
五
三
嵐
・二
三
〇

円
)
(京大
経
済
学
部
教
撲
)

水をして語 らしめた物語
毎日新聞社刊川」「鴨

興 味 あ る古 都 の 解 剖

】雄山入

「御
目
さめ
の
鱈は
知
恩
院
聖
陵
院
お

き
て
見
た
ま
え紫
の水
」
と
、
一代
の

女
歌
人
を
し
て讃
伽さ
せ
た
わ
が
鴨
川

を
、
き
のう
も
き
ょ
う
もサ
ラ
サ
ラ

と
、
水
は
しず
か
に流
れ
て
行
く
。

こ
の
無
水
の
水
も、
ひと
た
び
怒
れ
は

激
流
・狂
奔
、橋
をな
が
し
、
鋏
を
こ

わ
し
、
全
布を
あげ
て蘭
流
の
ウ
ズ
に

ま
き
こ
も
う
と
ひし
め
く
。

あ
の
有
名
な
ワ
ン
マン
自
河
法
騒
で

さ
え
。チ
ン
の意
のご
と
く
な
ら
ぬ
も

の
は
・ノ
と」
三不
如
意
の
一に
か
ぞ

え
ら
れ
た
鴨
川
の水
。
京
都
一千
余
年

の
歴
史
を
つ
ら
ぬ
いて
流
れ
る
鳴
川
の

水
脈
を
た
どり
、
水
を
し
て
語
ら
し
め

た
物
語
は
こ
れ
だ。

昨
年
、
毎
日
新聞
の
京
都
版
に
連
域

さ
れ
た
幾
人
か
の鷺
年
毘
者
の
筆
に
な

っ
た
も
の
。
「洪
水
の川
」
「合
戦
の

川
」
「流
皿
の
川
」
「差
別
の川
」

「芸
能
の
川
」
「文
学
の
川
」
「濱
劇

の
川
」
「売
春
の川
「
「祭
礼
の
川
」

「産
業
の
川」
の十
章
に
わ
た
っ
て
、

丹
念
に
ふ
る
い書
物を
よ
み
、
新
し
い

研
究
を
たず
ね
歩
いて
、
流
廊
な
攣
で

味
ふ
か
く
轡
いて
い
る
。

永
年
東
都
に住
ん
で、
い
く
ら
か
京
都

の
歴
史
を
航
ん
で
きた
私
に
は
、
洪
水

の
、
合
戦
の
、流
血
の、
文
学
の
川
の

各
章
は
、
お
お
か
たは
何
か
で
翫
ん
だ

記
憶
が
あ
り
、そ
の解
釈
に
多
少
の
相

違
は
あ
つ
て
も
"な
る
慧
ど
7て
っも
い

え
る
な
"
と
か
え
っ
て面
白
く
思
わ
れ

た
。
「苑
春
の
川」・に
い
た
って
は
、

不
紳
な
私
に
は知
ら
ぬ
こ
と
が
多
く
、

こ
と
に
こ
の章
の箋
但が
わ
か
っ
て
い

る
だ
け
に
興味
ぶ
か
く
談
ん
だ
が
、
由

来
京
都
で
は祇
園
町
に
メ
ス
を
入
れ
る

こ
と
は
タ
ブ
:と
い
わ
れ
て
い
た
だ
け

に
、
な
に
ほど
か
の
抵
抗
が
あ
っ
た
こ

と
と
想
像さ
れ
る
。

こ
れ
が動
機
に
78
った
と
ほ
い
わ
ぬ

が
、
朝
日
新聞
の
京
都
版
で
も
、
こ
の

新
年
か
ら
「京
都
の
裏
側
」
と
巡
し

て
、旧
来
の権
威
に
つい
て
解
剖
の
筆

を
ふ
る
い、
す
で
に
祇
園
町
や
本
鼠
寺

に
せ
ま
っ
てい
る
。
こ
の
膚
は
そ
れ
ら

に
先
ヘ
ン
を
つけ
た
も
の
か
。

近
年
各
新聞
の遮
載
も
の
で
、
談
み

す
て
る
に
はお
し
い
も
の
、
た
と
え
は

る

朝
日
の
「カ
メラ
東
あ
る
記
」
(淡
交

新
社
)京
都新
聞
の
「東
山
三
十
六

障
」
や
「京
都
の
仏
像
」
「京
お
ん

な
」
(いず
れ
も河
出
新
社
)
等
々
、

ぞ
く
ぞ
く
本
にな
る
ので
、
切
り
ぬ
き

保
存
の
手間
が
は
ぶけ
て
あ
り
が
た
い

と
思
つ
て
いる
。

(毎
日
新
聞
社
・四
六
版
。四
三
〇
頁

二
兀
O
H
V

(本
社
各
麓
冒

戦

争

体

験

の
追

求

ひ
か
る
五
味

氏
の
労
作

「現代の発見」
五 味 川 純平
橋川文三 他

鋸
響

第
二
巻
は
戦

争
体
験
と
そ

の
位
置
ず
け

の
に
め
の
部

分
で
め
る
と

い
え
る
.
第

一巻
、着
味
川
氏
の
「精
神
の
崩
」
は

、
日
本人
が
「戦
箏
」
を
忍
識
し
た
の

は
「十
二
月
八
日
」
に
お
い
て
で
あ

り
、
満州
争変
、
あ
る
い
は
日
申
戦
争

(支
茄
馨

は
、
た
ん
に
「事
変
」

と
意
轟
さ
れて
い
.～に
7さ
な
い
。
そ

こ
が
責
点
で、
だ
か
ら
こ
て、
日
本
人

は
中
国
に
負
け
に、
と
い
う
翁
実
を
み

と
め
な
が
ら
ロ
い、
気
ず
い
て
さ
え
い

な
い
と
指
納
し
て
い
る。
戦
争
が
い
け

な
い
の
で
な
く、
負
けた
こと
が
い
け

な
か
っ
たと
いう
のが
日
本
の
イ
ン
テ

リ
ゲ
ン
チ
ャ
さ
冗
もと
ら
冗て
い
た
感

情
で
は
な
い
の
か。

五
味
川
氏
の
こ
の文
醸
は、
お
さ
め

ら
れ
て
い
る
六
つ
の
又童
の中
で
、
も

っ
と
も
孟
み
が
い
の
あ
るも
のと
酋
っ

て
よ
い
だ
ろ
つ
。
こ
れ
が第
一巻
の替
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自

ら

き

た

え

よ
1
学
部
長

一
学部長 を国んで

 

ロ

ヨ
ぱ

㎜新
般
学
科

㎜

部学工⑥

石
原
新
殴学
科を
殴
け
る
こ
と
が

先
日
の
閣
議
決定
で
決
ま
り
、
糟
密
工

学
と
食
脳工箪
の
二学
科
の
学
生
を
い

よ
い
よ
今
年
から
機
械
工
学
、
工
業
化

学
の
学
玉
の名
目
で
募
集
す
る
こ
とに

な
り
ま
し
た.
正
式
に
発
足
す
る
の
は

二
年
後
で、
こ
れ
ら
の
入
学
者
が
導
門

謀
穆
大
る
と
き
で
ず
。

佐竹

段
備
や
教
譲

は
ど
つ
で
す

か
。石

原
人
員
は
ち
ゃ
ん
と
そ
ろ
っ
て

い
る
。今
年
の予
算
は
一学
科
分
だ
が

二
年
後
に
は
完
全
に受
け
入
れ
体
制
が

整
う
は
ず
です
。

西
田

大
学
院
に
も出
来
る
わ
け
で

す
か
。

石
原

前
例
によ
る
と
、
大
学
院
に

も
必
す
出
来
る
よ
う
に
な
って
い
ま

す
。
私
が
大
学
に入
った
昭
和
五
年
ご

ろ
二
百
人
位
だ
っ
た
工畢
部
が
、
今
年

は
六
百
人
を
こ
える
こと
に
な
り
ま
し

た
。
学
隼薮
、
当籍
数
と
も
全
国
第
一

級
だ
ね
。

莫
験
般
璽

鯛冒
田

電
子
工学
科
は
ま
だ
出
来
て

か
ら
日
が
洩
く
学生
実
験
の
導
娠な
ど

は
か
な
り
不
足
して
いる
し
、
講
座
数

も
少
く
て
ム
リが
あ
る
よ
う
で
す
が
。

石
豪

電
子
はそ
の
面
で
は
別
に
遅

れ
て
い
な
いん
じゃ
な
い
か
。
日
本
は

園
立
大学
が
主
流
そ
な
し
て
い
る
の
で

時
代
に
即
応ず
る
の
が
お
そ
い
れ
け
ど

ア
メ
リ
カ
のM
τ
生
な
ど
で
は
三
十
五

購
座
も
とり
入
れ
て
お
り
、
電
気
関
係

の学
生
、
学
科
が
最
も
多
い
ん
で
す
.

次第
に整
備
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

佐
竹

ぼ
く
は
原
子
核
な
ん
で
す
が

関西
に
原
子
炉
は
ま
だ
殴
罎
さ
れ
な
い

さ
つで
ず
ね
。

石
環

関
西
の
稟験
用
原子
炉
は
、

予
算
の
方
は
認
め
ら
れて
い
る
か
ら
場

地
の
人
の
了
解
を
え
て早
急
に
股
け
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。ま
元
学
内
に
岨

小
型
原
子
炉
を
作
る
計画
が
ある
の
で

す
が
、
こ
の
方
は
ま
だ予
算
が
認
め
ら

れ
て
い
な
いよ
う
で
す
。
け
れ
ど
今
年

の
春
に
、
原
子核
工
学
の
人
を
受
け
入

れ
一8
甲備
は
と
と
の
って
い
ま
y
。

川
五
年
制
説

附

脚

.

看
原

工孚
部
では
大
学
.ユ年
制
と

い
う
こ
とを
阜
くか
ら
い
って
お
る
ん

で
、
全
圃
的
に
同
調
す
る
大
学が
多
く

な
れ
は
実
現
出
来
る
可
能
性
は
かな
り

強
く
な
り
ま
す
。
そ
つす
れ
は大
学
院

の
修
士
躁
程
は
当
然
一年間
だが
。

油元

六
年
制
と
い
う
こと
は考
え

ら
孔ま
せ
ん
か
。

石
原

ド
イ
ツ
で
は
六
年制
が
多
い

よ
一つだ
が
、
日
本
で
は
ま
だ
ムリ
だ
。

た
だ
大
学
院
へ
行
く
よ
う
、強
制
で
は

な
く
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
つ
と
め
てや
っ

て
い
る
。
今
は
一年
に
百七
十
人
ぐら

い
で
す
が
ね
。

西
田

今
の
カ
リ
キ
ェラ
ムは
.四

年
で
は
で
き
な
い
よう
に組
ん
で
あ
っ

て
、
五
年
を
尺
度と
し
て
い
ると
いう

こ
と
で
す
が
。

石
限

そ
ん
な
こ
と
は
絶対
にあ
り

ま
せ
ん
。

1
田

基
醜
的
な
こ
と
は
むし
ろ
入

学
院
に
ま
わ
さ
れ
て
は
いま
せ
ん
か
。

石
原

他
の
大
学
に
く
ら
べる
と
各

鎗
的
な
も
の
が
半
分
ぐ
ら
いで
、
原
瞼

が
倍
も
め
る
ん
で
すよ
。

川掌
生
気
難

山
田

軸
戯
や
集
っ
て諾
し
めえ
る

場
朋
が
な
い
ん
で
すが
。

實
田

サ
ーク
ル
のボ
ソク
スや
学

生
築
会
所
が
ほ
し
い
で
す。

頭
に
お
か
れ
た
こと
に
よ
2
、
他
の

文
章
は
、
極
端
に
醤
え
は
色
あ
せ
てし

ま
つ。

つ
ぎ
の
村
上
出
の
「戟
中派
の条
理

と
不
条
理
」
も
自
分
と
そ
の周
囲
の人

間
(こ
の
場
合
、
海
軍
経
理学
校
で
同

朔
だ
っ
た
肯
年
将
校
)
の
戦
争
体
験

と
、
戦
後
を
描
い
て
い
る点
で、
戦
争

体
験
の
記
録
に
新
し
い
も
のを
つけ
く

わ
え
た
と
い
え
る
。
戦
中派
の中
に
あ

る
、
こ
の
「不
条
理
」
と
いう
のは
、

私
た
ち
に
は
理
解
し
が
に
い
も
の
であ

る
。
そ
れ
と
も
贅
視
庁
の
警
備謀
畏
と

し
て
全
学
連
姿
員
長
の
い
る
学
墾
催創

囲
す
る
と
い
う
時
に
、
そ
の
戦
中
派
の

人
間
は
そ
れ
な
り
に
条
理
を
つ
ら
ぬ
い

.…8胃一霧蓼

石
原

削
の
自
治
会
の
ポ
ソ
ク
ス
が

倉
庫
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
学
部

長
室
の
上
の
小
会
灘
窒
を
使
っ
て
く
れ

れ
は
い
い
。
昼
休
み
、
日
曜
な
ど
で
も

ち
ゃ
ん
と
し
に手
輔
き
さ
え
と
っ
て
く

れ
れ
は
、
い
っ
で
も
場
所
は
提
供
し
ま

す
よ
。

富
田

人
間
的
な
成
艮
の
に
め
に
、

先
生
た
ち
も
協
力
し
て
は
し
い
。
詞
え

つけ
る
よ
づ
な
循
囲
気
が
め
る
し
、工

学
部
の
学
生
は
政
治
や
社
会
の
こ
と
に

も
無
関
心な
よ
つで
7
。

佐
竹

全
体
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
行

動
す
.Oこ
と
は
な
い
が
、
個
人
個
人
が

し
つか
り
し
に
考
え
は
も
つ
て
い
る
と

思
い
ま
y
。

石
原

技
術
考
も
奴
泊
、
経
薗
、
社

会
の
こ
と
は
し
っ
か
り
見
つ
め
る
こ
と

が
必
要
。
安
易
な
気
持
で
社
会
に
出
て

い
って
も
ら
っ
て
は
困
り
ま
y
。
就
職

難
の
時
に
会
祉
へ入
っ
に
人
の
方
が
将

来
の
ひ
る
G
と
が
多
い
ん
で
す
ね
。自

ら
モ
き
た
え
.り、
と
い
う
は
つ
き
り
し

た
自
覚
が
必
要
だ
。
就
職
に
し
て
も
何

も
穴企
業
に
、∬く
の
が
よ
い
と
も
限
っ

て
い
な
い
。
と
に
か
く
就
職
の
こ
と
な

で
バ
タ
バ
タ
し
な
い
で
落
ち
つ
い
て
勉

強
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

て
い
る
の
であ
ろ
う
か。

山
刃
氏
の
「
哲
学
の
戦
争
体
験
」

は
.
西
田哲
掌が
、
マ
ルク
ス
主
橘
の

影
響
を
う
け
なが
ら
、
昭
和
十
八
年
ま

で
に
、
つ
い
に
裡軍
の
圧迫
に
測
し
、

西
田
に
よ
って
「世
界
新秩
序
の
原

理
」
が
執
筆
さ
れる
ま
で
のあ
と
を
た

ど
り
、
そ
れ
に
か
ら
ま
せた
形
で
、
山

田
氏
の
西
田
哲
学
の
体
験を
配
録
し
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
山
田氏
の戦
争

体
験
は
間
接
的
に
し
る
さ
れ
てお
り
、

こ
の
記
録
の
戦
争
体
験
の
主体
は
西
田

哲
学
で
あ
る
。
私
の
知
る
かき
り
で
は

ζ
っし
た
、
科
学
あ
る
い
は哲
学
のそ

の
内
部
で
の
変
箕
と
、
外
か
ら
の肱
迫

に
よ
る
変
嚴
と
モ
あ
わ
せ
てと
り
め
つ

か
っ
た
も
の
は
少
な
い
よ
う
に
思わ
れ

る
.
こ
の
よ
う
な
こ
こ
ろ
み
が
、歴
史

学
や
経
挽
学
に
つ
い
て
も
お
こ
な
われ

て
い
い
の
で
は
な
い
か
。

戦
争
寅
任
の
追
及
が
、
も
っ
と
も
み

の
り
多
い
か
た
ち
で
お
こ
な
わ
れ
るた

め
に
は
必
騨
な
こ
と
で
あ
る
。

第
二
巻
、
橘
川
氏
の
「日
本
近
代
史

の
戦
争
体
験
」
は
、
く
い
た
ら
な
い
感

じ
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
。
歴
史
献
識
形
成

の
た
め
に
戦
争
体
験
の
検
酎
は
大
き
な

意
麟
を
も
つ
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

主
張
は
、
ま
ち
が
っ
て
い
る
と
は
思
わ

な
い
の
だ
が
、
な
っ
と
く
ず
く
の
脱
明

は
あ
ま
り
な
い
。

中
島
氏
の
「文
学
の
戦
顛
体
験
」

は
、
第
二
巻
の
中
で
は
、
も
っ
と
も
読

み
こ
だえ
の
あ
る
も
の
だ
。
中
野
重
治

の昭
和
十
年
代
の
作
晶
を
中
心
に
、
日

本
実
存
主
義
、
民
話
を
追
求
し
た
柳
田

国
男
、
木
下
順
二
ら
の
、
伏
流
文
学

を
、
戦
後
文
学
と
の
関
連
に
お
い
て
、

高
く
評
価
す
る
。
中
林
氏
の
「戦
争
の

中
の労
働
者
」
も
テ
:
マ
に
即
し
た
内

容
では
な
い
「現
代
の
発
見
」
は
も
っ

と
異
体
的
な
、
体
験
的
な
負
料
を
捷
供

し
て
く
れ
て
い
い
は
ず
だ
。
(春
秋社

「
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フラ
ン
ス
の
悩
み
は

かれ
ら
の
民
衆
の
悩
み
だ

った
が

ぽ
く
ら
兵
士
の
苦
し
み
は

ぽ
く
ら
祖
国
の
苦
し
み
だ

つた
う
つか
。

曾
イ
ゴ
ン
に
て
)

ー
鮎
川

信
夫
ー

大
平
洋
戦
争
は
、
日
本
の
敗
北

に
よ
って
結
宋
を
つ
け
た
が
、
同

時
に
そ
れ
は
、
当
時
の
戦
争
体
験

者
の
内
面
生
活
に
ま
で
、
深
い
き

ず
あと
を
残
し
た
。
国
家
主
義
の

亡霊
共
が
、
「大
日
本
帝
国
の
敗

北
」
に
よ
って
受
け
た
痛
手
は
と

も
かく
と
し
て
、
死
に
お
び
え
な

が
らも
、
自
ら
に
死
を
課
さ
ね
は

な
らな
か
った
人
々
、
「死
ぬ
ζ

と
が
戦
いで
あ
る
。
」
と
い
う
逆

転
し
た
瞼理
が
、
そ
の
ま
ま
案
感

と
し
て体
験
し
得
た
人
々
に
、
そ

の
最
も深
い
き
ず
あ
と
を
見
る
こ

と
が
出
来る
。
生
き
残
っ
て
祖
国

に
帰
っ
て来
た
兵
士
た
ち
は
、
不

宰
だ
っ
たη
何
故
な
ら
、
彼
等
は

「ぼ
く
ら兵
士
の
苦
し
み
は
、
ぼ

く
ら
根国
の苦
し
み
だ
っ
た
ろ
う

趣

と
絶
え
ず反
間
し
な
け
れ
は

な
ら
な
い
から
だ
。
兵
士
と
祖
国

の
苦
し
み
は、
す
で
に
ど
こ
か
で

と
切
れ
て
いる
ので
あ
る
。
血
に

汚
さ
れ
、
死
に50
さ
れ
か
け
た
兵

士
た
ち
は
、
違
った
地
点
で
自
分

た
ち
そ
冷
や
か
に見
つめ
て
い
る

祖
国
の
眼
を
感
じな
い訳
に
い
か

な
い
。
そ
れ
は、
兵
士た
ち
に
空

し
さ
を
与
え
、彼
ら
に社
会
的
ニ

ヒ
リ
ス
ト
の
道
を開
く
。

樋
口
茂
子
の
「悲情
の庭
」は

学
徒
出
陣
の
京
大
生と
、
一女
性

の
交
情
歎
女
性
の
側
か
ら
描
い

た
も
ので
あ
る
。
都
築
は
学
徒
出

陣
を
して
比
島
に
お
も
む
き
、
戟

後
幹
部
将
校
の
罪
そ
お
い
か
ぶ
せ

ら
れ
て
、
死
刑
囚
と
し
て
比
島
の

モ
ン
テ
ン
ル
パ
に
抑
留
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
こ
と
を
知
っ
た
「私
」

は
、
病
後
の
身
で
あ
っ
た
が
、
都

;:樋口 茂子 「非 情 の 庭 」韮

戦中派の傷あ とを辿 る

 

築
の
無
察
を
各
方
面
に訴
え
、
国

際
的
な
運
動
に
ま
で発
展
す
る
.

遂
に
許
され
て
帰
国
し
た
都
染

は
、
学
毘
時
代
の
都
築
と思
え
な

か
っ
た
。
都築
は
「私
」
と
緬
婚

す
る
こ
と
を
躍
む
が
「私
」
は
都

築
と
別
れ
よ
う
と
決
心す
る。

「鉄
砲
を
持
っ
て
戦
っ
た
こと

が
あ
る
の
か
。
蟻
の
は
い
出る
隙

刊
。
コ
ン
パ
ク
ト
サ
イズ
・第
一巻
・

二
一四
資
。第
二
毬
・
一九
四
頁
・二

Q
Q
円
)
(泳
)

「
我

と

汝

」
の
関

係

は

:

過渡期 の意識
一鱈学とは何か一

梅本 克己

わ
か
ら
ぬ
現
実
の
生
き
方

　
A
久
し
ぶ

り
だ
ね
。

最
近
何
か

面
白
い
本

を
読
ん
だ

か
い
。

8

う

ん
。森
有
正
の
「流
れ
の
ほ
と
り
に
て

」
と
い
う
本が
お
も
し
ろ
かっ
た
よ
。

「僕
の
生
き
て
いる
と
い
う
意
識
、
そ

れ
は
、自
分
の時
間
が
流
れ
て
い
る
と

い
う
意
識
と
切り
は
な
す
こ
と
が
出
来

な
い
。
こ
れ
は
一
つの
感
覚
的
と
い
っ

て
も
よ
い
も
ので
あ
る
.
近
代
の
民
主

的
な
凡ゆ
る
思
想
の
根
源
は
こ
こ
に
あ

る
。
そ
れ
は
す
で
に
民主
「主
義
」

の厚
い
層
に覆
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
し

か
し
そ
の根
源ま
で
い
つ
も
下
っ
て
行

か
な
け
れ
はな
りな
い
。
そ
れ
が
外
見

上
非
社
会
的
に見
え
て
も
仕
万
が
な
い

」
と
いう
ζ
とは
に
つき
あ
た
っ
て
、

考
え
さ
せら
れて
い
る
と
こ
ろ
だ
。

A
ぽ
く
も
「過渡
朔の
意
識
」
そ
酬

ん
で
ひ
ど
く
考
え
こん
で
い
る
め
だ
。

8

どん
な
内
容
の
本
な
ん
だ
.

A

こ
の間
ま
で
盛ん
だ
っ
た
主
体

性
の
問題
に
つい
て
、
八
つ
瞼
文
が
お

さ
め
∵
のる
。そ
の中
の
「唯
物
史
観

と
道徳
」
が
、
と
く
に
お
も
し
ろ
か
っ

た
。

唯
物
穐と
観
念
慮
の
つな
ぎ
め
が
、
少

一し
わ
か
った
よ
.っな
気
も
丁
る
。

8

も
つ少
し
く
わ
し
く
堕
明
し
て

く
れな
いか
8

(
観
念
謄の
代
表
選
手
の
カ
ン
ト

は
「運命
の
粍
別
な
る
不
興
」
を
被

り
「魅
母
の如
き
自
然
の
薄
遇
」
に
よ

2
、
な
ん
のな
し
と
げ
ら
れ
る
こ
と

が
な
く
て
も真
に
一人
自
ら
灼
熱
の
光

を
放
?
℃の
は何
か
、
と
い
う
問
い
の

出
発
点
と
し
て
磯
務
を
え
らん
だ
。「汝

及
び
あ
ら
ゆ
る
他
の
人
格
に
おけ
る
人

間
性
を
、
単
に
手
段
と
し
て
の
み取
扱

う
こ
と
な
く

つ
ね
に
同
時
に目
的
と

し
て
取
扱
う
よ
う
に
行
為
せよ
」
と
い

う
命
題
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
る
も

の
は
、
道
徳
的
主
体
成
立
の
汝
の実
在

性
で
あ
っ
た
。
唯
物
臆
に
お
い
て
も
、

こ
う
し
た
汝
の
実
在
性
を
もた
ぬか
ぎ

り
、
階
級
的
全
伝
的
剰
富
の
ため
に、

自
己
の
二
切
の
傾
向
往を
駒
らか
に

拒
絶
す
る
」
こ
と
はな
い、
と
い
う
の

だ
.3

カ
ン
ト
ζ
唯
物
瞼
は
同じ
と
い

う
こ
と
か
。

A

い
や
、
こ
の
「我
と
汝」
の関

係
が
、
近
代
ブ
ル
ジ
ョ
ワジ
ーに
あ
っ

て
は
、
基
盤
と
な
っ
て、
人
間
一般
の

名
の
下
に
自
己
そ
解
放
した
。
し
か
し

今
や
「我
と
汝
」
の
関係
は
「我
と
階

級
凹
歴
史
的
主
体
た
るプ
ロレ
タ
リ
ア

ー
ト
」
と
の
関
係
に
かわ
って
く
る
と

い
う
ん
だ
。

8

詰
局
、
今
ま
で
主体
性
は
「我

と
汝
」
の
関
係
の
場
に
お
いて
し
か
問

題
に
さ
れ
な
か
っ
た
が、
今
や
「我
と

階
級
」
の
場
に
お
い
て
問題
にさ
れ
る

の
で
な
け
れ
は
、
真
の
主
体
性
の意
味

"

器
朋

器闘

""㎝駆

"゚曜

.巳酬

㍉
噌

も
な
い
砲
翠
の
中
で
肉
弾
戦
を
繰

属

り

返
え
し
て
い
た
と
い
う
の
か
。

富

…
…
い
い
奴
は
み
ん
な
死
ん
だ

さ
。
…
…
h
「…
:内
地
に
い
た

人
た
ち
に
あ
の
こ
る
の
こ
と
を
馳

し
てき
かせ
た
って
、
む
だ
な
話

さ
。
生
き
な
が
ら
腐
肉
に
な
っ
て

散
々

に
食
わ
れ
て
死
ん
で
い
く

ん
だ
。
:

全
っ
く
他
受
な
く
ζ

ろ
こ
ろ
と
死
ん
だ
も
の
だ
。
」

「私
」
に
むか
って
、
詳
う
に
し

ゃ
べり
つ
づけ
る
都
築
と
、
「都

築
さん
、
貴
方
の
お
気
持
は
私
に

もよ
く
わか
る
よ
う
な
気
が
す
む

の
よ
。
で
も不
畢を
悲
し
も
に
し

て
も
、
貴
方
のよ
う
な
考
冗方
で

は
救
わ
れ
な
いわ
.
…

」
「都

築
さ
ん
、独
立
す
る
意
欲
も
も
た

な
い
さ
つ
な人
間
に、
一体
な
ん

の
価
値
が
ある
ん
で
ずか
。
」
と

き
っ
と
身構
える
こと
の
で
き
る

「私
」
と
は
、蛮
型
さ
れ
た
兵
士

』頼
園
の
閲
係
の
一つ
のタ
イ
ブ

ヰ衷
わ
し
て
いる
。
い
わは
「升

情
の
庭
」
は
同
じよ
う
に戦
時
を

溶
り
ぬ
け
て
生
き
て
き
た人
た
ち

の
、
異質
の
戦
争
体験
が
ら
生
ま

れ
て
く
る
不
串
を描
い
たも
の
と

い
昏
りだ
る
つ
。
「私
」
には
、

内
面
の
崩
壊
を
支
え
る強
さ
が
あ

っ
た
が
、
都築
の
そ
れ
は、
戦
闘

の
矧
惨
と
、
国
嫁
櫓力
の解
体
と

に
出
会
う
と
、
も
ろ
くも
崩
れて

し
ま
つ
た
の
で
あ
る
。
躍戦
争
橿

力
"
に
対
す
る
主
体
的
な反
逆
を

(そ
れ
が
ど
ん
な
に
困
難
であ
っ

た
か
を
考
え
て
も
)
な
し
得
な
か

っ
た
養
者
の
不
幸
は
今
も
続
い
て

い
る
。
(8
)

瀦
闘四
"ー

…
1
-
1

纏"

認
龍

訪
開
闘

翻
盟
舗
闘
闘
朋
器
朋

錫
闘

・""

"
』

が
で
て
こ
な
い
と
い
う
の
だ
ね。

^

う
ん
、
そ
つだ
。
観
念
論
を
か

じ
つ
て
い
る
ぽ
く
に
は
、
唯
物
論
の
側

か
ら
の
「哲
学
」
に
つ
い
て
の
考え
力

が
わ
か
っ
て
お
も
し
ろ
か
っ
た
し、
と

て
も
共
感
の
も
て
る
諭
文
だ
っ
た
,
だ

が
、
こ
の
問
題
を
巣
に
学
問
と
し
て
の

「哲
学
」
と
い
う
棒
を
は
ず
し
て
、
ぼ

く
た
ち
の
生
き
方
の
問
題
と
し
て
考
え

て
み
る
と
、
異
体
的
に
は
ど
う
い
う
こ

と
に
な
る
の
か
、
ま
だ
よ
く
わ
か
ら
な

い
ん
だ
が

…
。

8
イ
ン
テ
リ
の
卵
で
あ
る
大
学
生

が
大
企
業
に
吸
い
こ
ま
れ
る
と
い
う
現

実
、
第
二組
合
に
大
学
生
が
非
常
に
多

い
こと
、
要
す
る
に
学
ん
だ
知
識
が
日

本
の大
多
数
の
者
の
た
め
に
な
る
よ
り

は、
自
分
の
出
世
や
地
位
の
た
め
に
し

かな
ら
な
い
と
い
う
現
実
と
、
「我
と

階級
」
と
い
う
問
題
設
定
の
問
の
ギ
ャ

ップ
の
こと
を
い
う
の
か
。

A
そ
う
だ
。
「意
識
」
的
に
「我

と
階級
」
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
と
、

異
体
的な
現
奥
の
生
活
と
が
ど
う
む
す

び
つ
くの
か
と
い
う
こ
と
だ
。

8
ぼ
く
も
そ
の
こ
と
が
よ
く
わ
か

ら
なく
て
困
って
い
る
ん
だ
が
、
結
局

ぼ
くた
ち
に
と
って
正
し
い
生
き
方
と

は、
森
有
正
の
よ
う
な
徹
底
し
た
「自

己
磯視
」
を
つ
づ
け
る
か
、
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
ー
ト
と
し
て
生
活
す
る
か
し
か
な

いの
じ
ゃ
な
い
か
な
…
。

A

そ
う
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
そ

の
二
つの
生
き
方
は
、
自
分
は
な
ん
と

か
コ
切
の
傾
向
を
誇
ら
か
に
拍
絶
」

でき
る
と
し
て
も
、
寒
族
と
か
恋
人
と

か
いう
自
分
の
ま
わ
り
の
多
く
の
者
に

ま
で犠
領
を
し
い
る
こ
と
に
な
る
よ
う

な気
が
す
る
。
そ
の
点
が
㌔

8
そ
う
だ
な
.
と
に
か
く
卒
菜
ま

であ
と
一年
、
そ
の
こ
と
モ
し
っ
か
り

考
え
てみ
な
く
て
は
な
ら
な
い
な
。

(現
代思
潮
社
刊
・B
b
判
・ニ
ニ
ニ

頁
・二六
〇
円
)
(O
)

法
律
時報
(二月
号
臨
時
増
刊
)

こ
の
臨
時増
刊
号は
、
「最
高
裁
を
め

ぐ
る
法と
政
治
」
と
い
う
特
集
で
、
砂

川
裁
判
を
中
心
に
、
前
最
高
裁
判
事

で、
常
に少
数
意
見
派
に
属
し
、
偏
見

の
な
い進
歩的
見
解
を
小し
つ
ず
け
た

真
野
毅
、
法哲
学
の泰
斗
で
あ
る
恒
藤

恭
、
刑
法
の木
村
亀
二、
民
法
の
戒
能

通
孝
、公
法
の今
村
成
和
、
国
際
法
の

高
野雄
一、
懲
法
の
長
谷
川
正
安
、
法

哲
堂
の
天
野
和
夫
、
憲
法
の
和
田
英

夫
、
民
法
の渡
辺
倖三
、
刑
法
の
藤
木

英
雄
、
の
諸氏
に、
そ
れ
ぞ
れの
専
問

的
立
場
から
砂
川
裁
判
を
論
じ
さ
せ
て

い
る。

そ
の他
、砂
川
舞

第
一窪
判
決
11
齢

逮
判決
と
最
高
裁
の判
決
轡
を
収
録
、

裁
判
閲係
廻
当
の毎
q

朝
貝

共
同

各
紙記
者
によ
る
座
談
会
、
学
界
諸
氏

によ
る
寄稿
特
集
「鍛
高
裁
は
こ
れ
で

よ
い
のか
」
「砂
川
公
判
」
な
ど
の
経

過」
な
ど
を
収
め
て
い
る
.
(価
=
二

〇
円
・日
本
評
論
新
社
)
(治
)

目品

車両、ボイラ化工機および附属設備

および鉄骨、各種産業機械

 

業

道
梁

鶯

鉄
橋

汽車製捲書胴 ミ曹而1
東京都千代田区丸ノ内2丁 目2乳 ピノレ
東京都 江東区 南砂町4丁 目5
大 阪 市此 花 区 島屋 町406
札幌市北1条 西4丁 目2(東 邦生命ビル8階)
福 岡 市 天 神 町55(福 同証券ビル5階)

本 才ヒ
東京製作所
大阪製作所
札幌営業所
福岡営業所

農薬

 

●医薬
ドフ ー

 

●卜イ ース

本 社 東京 都 申央 区銀 座2の1
曳 店 東京・大阪・福岡・仙台・名古屋・札幌
出張所 秋田・新 潟・静 岡・金 沢。広 島

覆i松・門司・熊本・長簡

 

▼

594




